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地域主体の防犯パトロール隊が発足地域主体の防犯パトロール隊が発足

　六栄小学校児童の集団下校時に併せた防犯パトロール隊の発足式が、９月16日、同校グラウンドで行わ
れました。このパトロール隊は、不審者などから児童を守ることを目的に、六栄校区まちづくり推進協議会（上
田寅喜 代表）が主体となり、学校、ＰＴＡをはじめ、老人会、民生委員など地域の組織団体と協議を重ね実
現したものです。この日は、参加者約50人が児童との顔合わせを行い、その後児童たちの下校にあわせて
初パトロールを行いました。児童たちは、地域の人に見守られながら笑顔で家路についていました。
　同協議会安全専門部会長の木村守さん（古城）は、「（活動が）スタートできてほっとしています。今後、校
区内のすべての地区にこの取り組みが広がり定着させることが当面の目標です。」と語ってくれました。

六栄校区まちづくり推進協議会
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「
教
育
」の
出
発
点

に
あ
る「
教
育
」

家
庭

　

各
家
庭
で
は
、
良
い
こ
と
を
し
た
ら
誉
め
、

悪
い
こ
と
を
し
た
ら
叱
ら
れ
る
。
そ
れ
は
当

た
り
前
の
こ
と
。
家
庭
で
は
ご
く
自
然
に「
教

育
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在

社
会
で
は
躾
し
つ
け
と
称
し
虐
待
を
す
る
親
、
怒
ら

れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り

す
る
子
ど
も
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。
崩
壊

し
て
い
く
家
庭
教
育
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ

で
は
町
教
育
委
員
会
で
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
家
庭
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
は
基
本
的
な

生
活
習
慣
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り
、
善
悪

の
判
断
な
ど
子
ど
も
達
が
社
会
生
活
を
営
む

た
め
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
る
う
え
で
重
要
な
役
割
り
を
担
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
教
育
委
員
会
は
、
家
庭
教
育

の
重
要
性
の
啓
発
、
家
庭
教
育
の
役
割
り
、

そ
の
責
任
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、
家
庭
、

地
域
社
会
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
幅
広
い
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
家
庭
教
育
に
関

す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成

17
年
度
は
次
の
と
お
り
取
り
組
み
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一
緒
に
家
庭
に
お
け

る
「
教
育
」
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

に
で
き
る「
教
育
」

地
域

〔
平
成
17
年
度
の
主
な
取
り
組
み
〕

①
講
演
会
と
講
座
の
開
催

　

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
「
家
庭
教
育
・

子
育
て
」
に
関
す
る
次
の
講
座
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

・
家
庭
教
育
学
級　

保
育
所
・
幼
稚
園
と
の

共
催
〔
既
に
４
回
終
了
。
12
月
７
日
㈬
長

洲
幼
稚
園
、
長
洲
保
育
所
未
定
〕

・
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー　

す
こ
や
か
館
と
の
共

催
〔
10
月
13
日
㈭
、
12
月
２
日
㈮
、
２
月

８
日
㈬
、
３
月
下
旬
〕

・
家
庭
教
育
講
演
・
懇
談
会　

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
と
の
共
催
〔
11
月
16
日
㈬
〕

②
家
庭
教
育
支
援
推
進
委
員
会
の
設
置

　

家
庭
教
育
に
関
す
る
関
係
団
体
と
の
情
報

交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
家
庭
教
育
手
帳
の
配
布

　

家
庭
教
育
や
躾
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や

ヒ
ン
ト
な
ど
を
成
長
期
ご
と
に
ま
と
め
た
手

帳
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▲エッセイストの岸信子さん
を講師に招き開催された家庭
教育学級（清里保育所）

　

戦
前
戦
後
の
時
代
、
地
域
で
行
っ
て
い
た

「
教
育
」で
最
も
大
切
だ
っ
た
も
の
。
そ
れ
は
、

地
域
の
共
同
体
（
※
注
）。「
向
こ
う
三
軒
両

隣
」
と
い
う
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
例
え
た

言
葉
で
す
が
、
こ
の
つ
な
が
り
そ
の
も
の
が

地
域
の
共
同
体
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を

再
生
す
る
こ
と
で
地
域
社
会
に
お
け
る
「
教

育
」
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
で
は
、地
域
社
会
が
担
う
べ
き
「
教

育
」
に
つ
い
て
今
年
か
ら
長
洲
町
青
少
年
育

成
町
民
会
議
の
会
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
福
田

了
栽
さ
ん
（
宮
ノ
町
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　

長
洲
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、
昭
和

62
年
に
、
町
内
の
青
少
年
が
心
情
豊
か
で
た

く
ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
を
目
指
し
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
育
成
部
、
環
境
部
、

広
報
部
を
設
け
て
、
行
政
や
学
校
、
地
域
の

諸
団
体
な
ど
が
連
携
し
た
形
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
Ｊ
Ｒ
長
洲

駅
の
放
置
自
転
車
の
整
理
、
清
里
小
児
童
と

一
緒
に
Ｊ
Ｒ
長
洲
駅
の
清
掃
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
長
洲
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
協
力
し
、
防
犯
ス
テ
ッ
カ

ー
を
各
学
校
に
配
布
す
る
な
ど
地
域
で
の
防

犯
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
小
さ
い
頃
は
、
銭
湯
に
入
り

に
行
っ
た
と
き
、
体
を
流
さ
な
い
で
風
呂
に

入
っ
た
り
、
体
を
拭
か
な
い
で
脱
衣
所
に
あ

が
ろ
う
と
す
る
と
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
に
よ

く
叱
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
食
べ
盛
り

の
中
学
生
の
と
き
、
３
人
兄
弟
で
ご
飯
を
食

べ
る
と
、
ご
飯
が
足
り
な
く
な
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
は
、
親
が
近
所
の

家
に
ご
飯
を
も
ら
い
に
行
っ
た
り
し
て
い
る

姿
を
よ
く
目
に
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
そ
れ

が
当
た
り
前
の
時
代
で
し
た
。」
と
、
地
域

社
会
で
の
「
教
育
」
に
つ
い
て
、
当
時
振
り

返
る
福
田
会
長
。「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
日

常
生
活
の
中
で
の
物
事
の
発
見
す
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昔
は
自
分
で

考
え
、
行
動
し
、
答
え
を
見
つ
け
る
と
い
う

こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
身
の
回
り
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
自
ず
と
社
会

に
参
加
し
、
怒
ら
れ
た
り
、
支
え
ら
れ
た
り

し
た
も
の
で
す
。
現
在
に
昔
な
が
ら
の
地
域

の
つ
な
が
り
を
再
度
構
築
し
よ
う
と
い
う
こ

と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
発
見
あ
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
役
割
は
、

子
ど
も
た
ち
を
い
か
に
社
会
に
参
加
さ
せ

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。」

と
今
後
の
抱
負
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

（※注）共同体…血縁に基づく家族、地縁に基づく村落、友情に基づく都市などのように、人間に本来備わる本質意思によって
　　　  結合した有機的統一体としての社会を指します。コミュニティともいいます。

こ
れ
か
ら
の「
教
育
」に
求
め
ら
れ
る
も
の

　

今
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
・

社
会
環
境
な
ど
の
変
化
は
、
子
ど
も
た
ち
の

基
本
的
な
生
活
習
慣
、
豊
か
な
人
間
性
、
学

ぶ
意
欲
、
体
力
な
ど
に
影
響
を
与
え
、
学
習

指
導
や
生
徒
指
導
な
ど
に
新
た
な
課
題
を
生

じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、「
子
ど
も
は
社
会
の

宝
、国
の
宝
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、

切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
な
が
ら
新
し
い
時
代
を
切
り
拓

く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
国
民
の
育
成
を
目

指
し
、
人
間
力
向
上
の
た
め
の
教
育
改
革
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
明
る
い
未
来

を
切
り
拓
く
た
め
に
、「
教
育
・
文
化
立
国
」

の
実
現
を
目
指
し
て
教
育
改
革
を
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
「
教
育
」
は
、
教
育
関
係
者

を
は
じ
め
と
し
て
、
保
護
者
や
地
域
住
民
が

教
育
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
諸
課
題
に
対
応

す
る
た
め
に
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連

携
し
、
協
力
し
て
お
互
い
の
「
教
育
力
」
を

高
め
合
う
取
り
組
み
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
夢
と
希
望
を
持

ち
、
生
き
て
い
る
こ
と
に
誇
り
や
喜
び
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
特
色
あ
る
長
洲
町
の
「
教

育
」
の
実
現
を
目
指
し
、
今
、
町
全
体
が
一

体
と
な
っ
て
「
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

腹栄中学校（  78 ０７０７）

とき 内容

10月23日㈰
〔文化祭〕ＰＴＡ、保護者、地域及び教職
員と一緒のバザーなども開催します

長洲中学校（  78 ０１０５）

10月23日㈰
予定

〔文化学習発表会〕学校を開放し、合唱コ
ンクールや総合学習の成果、選択学習成果
を発表します

六栄小学校（  78 ０７０５）

11月９日㈬

〔学校一日参観日〕保護者や地域住民に授
業やその他の活動を参観していただきます
〔花いっぱいになあれ大作戦〕親子で一緒
に花の苗植えをすることを通して親子の交
流、学校との協働を図ります

腹赤小学校（  78 ０７０４）

11月１日㈫

〔公開授業と懇談会〕２校時は音楽集会（ミ
ニコンサート）、３校時に子どもたちの様
子についての懇談会、４校時は授業参観し
ていただきます

長洲小学校（  78 ０１０９）

11月中

〔一日授業公開〕児童の実態、教職員の取
り組みについて地域住民の方に公開します

〔給食試食会及び講演会〕食育の重要性に
ついて保護者に参加していただきます。ま
た、食育についての講演会を開催します

〔地域・保護者・教職員・児童作品展〕学校・
家庭・地域社会が一体となった展示会を開
催します

清里小学校（  78 ０６０５）

11月８日㈫
〔さつまいも掘り体験〕清里保育所といっ
しょにさつまいも掘りを行います

11月９日㈬
〔給食試食会〕全保護者を対象に試食会を
実施します

11月９日㈬
〔教育活動公開日〕地域の方や保護者の方
に呼びかけ、学校を開放します

11月８日㈫～
11月12日㈯

〔地域人材を活用した授業の実施〕地域の
方々にいろいろな授業を実施してもらいます

家庭教育講演・懇談会
■と　き　11月 16日㈬午後７時20分開会

■ところ　ながす未来館

■講　師　熊本大学教育学部　古賀倫嗣教授

■演　題　「子どものしなやかな発達をめざして」

■主　催　町教育委員会、町ＰＴＡ連合会

■問い合せ　生涯学習課（  78 ００５３）

「教育」に関する催し「教育」に関する催し

地
域
共
同
体
の
持
つ
力
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雨
を
乗
り
越
え

雨
を
乗
り
越
え  

熱
く
舞
っ
た

熱
く
舞
っ
た  

夏
の
夜

夏
の
夜

20052005
長洲町長洲町

　

８
月
20
日
、
な
が
す
未
来
館
文
化
ホ
ー

ル
で
「
の
し
こ
ら
祭
２
０
０
５
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、「
金
魚
と
鯉
の
郷
広

場
」
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

雨
天
の
た
め
急
き
ょ
会
場
を
移
し
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

約
４
、０
０
０
人
が
来
場
し
、
会
場
は
た
い

へ
ん
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

「
町
は
舞
台
だ
！　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

「
町
は
舞
台
だ
！　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

　
　

ソ
ー
ラ
ン
ｉ
ｎ
長
洲

　
　

ソ
ー
ラ
ン
ｉ
ｎ
長
洲  

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ  

Ｖ
」
Ｖ
」

　

今
年
は
18
団
体
、
約
７
０
０
人
が
参
加
。

　

第
１
部
で
は
、
町
内
の
保
育
園
、
幼
稚

園
を
皮
切
り
に
、
小
学
生
、
中
学
生
な
ど

が
鳴
子
を
手
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
試
行
錯
誤

し
た
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
２
部
で
は
、
一

般
団
体
を
中
心
に
行
わ
れ
、
鮮
や
か
に
着

飾
っ
た
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
踊
り
子
た

ち
が
、
息
の
合
っ
た
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

「
破
魔
弓
太
鼓
」

「
破
魔
弓
太
鼓
」

　

長
洲
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
的
ば
か
い
」

の
勇
壮
な
姿
を
太
鼓
で
表
現
し
た
「
破
魔

弓
太
鼓
」。
ま
つ
り
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響

き
渡
る
「
破
魔
弓
太
鼓
」
の
音
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。

「
鳥
刺
し
〔
国
見
町
伝
統
芸
能
〕」

「
鳥
刺
し
〔
国
見
町
伝
統
芸
能
〕」

　
「
鳥
刺
し
」
と
は
、
室
町
時
代
の
歌
合
に
登
場
し
て

お
り
、
当
時
の
鳥
を
捕
る
職
業
の
こ
と
を
さ
し
て
い

ま
す
。

　

長
崎
県
国
見
町
の
伝
統
芸
能
の
「
鳥
刺
し
」
は
、

こ
の
「
鳥
刺
し
」
が
素
っ
裸
に
九
尺
の
赤
ふ
ん
ど

し
姿
で
、
竹
ざ
お
の
先
の
鳥
も
ち
で
鳥
を
捕
る

様
子
を
面
白
お
か
し
く
表
現
し
た
踊
り
で
す
。

　

今
か
ら
２
５
０
年
前
、
桃
園
天
皇
の
即
位

の
礼
に
参
列
す
る
た
め
に
上
京
し
た
領
主

に
同
行
し
た
家
臣
が
、
京
都
で
習
い
覚
え

た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
国
見
町
長
を
は
じ
め
、
国

見
町
神
代
鳥
刺
し
保
存
会
の
６
人
が

会
場
に
駆
け
付
け
、
国
見
町
伝
統

芸
能
の
「
鳥
刺
し
」
の
紹
介
を
行

い
ま
い
し
た
。
会
場
で
は
、「
見

ぃ
ー
さ
い
な
ー
、
見
ぃ
さ
い
な
」

で
始
る
音
頭
に
あ
わ
せ
て
登
場

し
た
「
鳥
刺
し
」
の
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
踊
る
姿
に
、
笑
い
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
花
火
大
会
」

「
花
火
大
会
」

　

雨
天
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
花
火

大
会
は
、
８
月
27
日
に
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
沖
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
、
約
２
、０
０
０
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

約
１
、０
０
０
発
の
花
火
が
上
が

り
始
め
る
と
、
集
ま
っ
た
観
衆
か

ら
は
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
お
楽
し
み
大
抽
選
会
」

「
お
楽
し
み
大
抽
選
会
」

　

１
等
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
を
は

じ
め
、
液
晶
テ
レ
ビ
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
多
数

の
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
。

若
手
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
ど
ん
ぴ
し

ゃ
」
を
司
会
者
に
招
き
、
今
年
が

は
じ
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま

し
た
。
会
場
で
は
番
号
が
呼
ば
れ

る
と
、「
当
た
っ
た
！
」
な
ど
、
喜

び
の
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

67
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〔
平　

原
〕

　

上　

野　

武　

久

　
　
　
　
　

ム
ツ
子

〔
清
源
寺
〕

　

浦　

田　

利　

行

　
　
　
　
　

八
重
子

　

田　

上　

幸　

雄

　
　
　
　
　

ヒ
デ
子

　

竹　

本　

健　

一

　
　
　
　
　

絹　

子

〔
上
沖
洲
〕

　

高　

田　

光　

男

　
　
　
　
　

信　

子

　

山　

村　

喜
代
松

　
　
　
　
　

ヒ
ロ
子

〔
折　

地
〕

　

鶴　

本　

昌　

頌

　
　
　
　
　

よ
し
子

〔
鷲　

巣
〕

　

馬　

場　

保　

男

　
　
　
　
　

英　

子

　

馬　

場　

嘉　

道

　
　
　
　
　

カ
ヲ
ル

〔
向　

野
〕

　

山　

崎　

英　

雄

　
　
　
　
　

君　

代

　

山　

本　

源　

太

　
　
　
　
　

シ
キ
エ

〔
宮　

崎
〕

　

馬　

場　

臣　

治

　
　
　
　
　

ト
シ
子

　

島　

田　

數　

美

　
　
　
　
　

富
美
枝

〔
永　

方
〕

　

上　

本　

喜　

楽

　
　
　
　
　

久　

子

〔
建　

浜
〕

　

前　

川　

達　

雄

　
　
　
　
　

麗　

子

　

寺　

田　

末　

吉

　
　
　
　
　

廣　

子

〔
駅　

通
〕

　

友　

清　
　

登

　
　
　
　
　

ク
ニ
エ

〔
出　

町
〕

　

杉　

本　

邦　

夫

　
　
　
　
　

ヒ
サ
エ

〔
新　

町
〕

　

宮　

本　

辰　

喜

　
　
　
　
　

ヨ
シ
ム

〔
西
新
町
〕

　

太　

田　

利　

男

　
　
　
　
　

ク
ニ
枝

〔
宮
ノ
町
〕

　

松　

尾　

喜　

三

　
　
　
　
　

幸　

子

　

魚　

島　

博　

美

　
　
　
　
　

ト　

メ

〔
松　

原
〕

　

松　

本　

政　

友

　
　
　
　
　

ミ
ツ
エ

　

前　

田　

直　

秀

　
　
　
　
　

日
露
子

〔
新　

山
〕

　

北　

野　

利　

一

　
　
　
　
　

ト
キ
ネ

　

茂　

見　
　

募

　
　
　
　
　

民　

子

〔
磯　

町
〕

　

谷　

口　
　

壽

　
　
　
　
　

鶴　

枝

　

塩　

塚　

敏　

光

　
　
　
　
　

智
枝
子

〔
上　

町
〕

　

濱　

田　

敏　

彦

　
　
　
　
　

ケ
イ
子

〔
下　

東
〕

　

狩　

野　

健　

一

　
　
　
　
　

容　

子

　

荒　

岡　

修　

之

　
　
　
　
　

慶　

子

〔
東
荒
神
〕

　

中　

島　

正　

昭

　
　
　
　
　

チ
エ
子

　

古　

賀　

一　

成

　
　
　
　
　

光　

子

〔
大
明
神
〕

　

牛　

島　

辰　

喜

　
　
　
　
　

須
麿
子

町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

タ
ミ
タ
・
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
と
町
内
中
学
生
が
交
流

タ
ミ
タ
・
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
と
町
内
中
学
生
が
交
流

長
洲
町
国
際
交
流
友
の
会
が
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催

　

９
月
２
日
、
第
47
回
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
長

洲
共
同
福
祉
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

熊
本
日
々
新
聞
社
が
主
催
し
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
次
の
34
組
の
夫
婦
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

平
成
平
成
1717
年
度
第

年
度
第
4747
回
金
婚
夫
婦
表
彰
式

回
金
婚
夫
婦
表
彰
式

34
組
の
夫
婦
が
表
彰

　

８
月
28
日
、
長
洲
町
国
際
交
流
友
の
会
（
会

長
上
田
寅
喜
）
は
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
な
ど
で

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
で
あ
る
タ

ミ
タ
・
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
と
町
内
中
学
生
と
の
交

流
を
図
ろ
う
と
同
会
が
実
施
し
た
も
の
で
、
当

日
は
同
会
会
員
や
荒
尾
・
玉
名
地
域
の
留
学
生

な
ど
も
駆
け
付
け
、
約
50
人
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
留
学
生
１
人
を
含
む

３
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
た
参
加
者
が
、

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
同
広
場

周
辺
を
散
策
し
な
が
ら
英
語
の
ク
イ
ズ
に
答
え
、

ゴ
ー
ル
を
争
う
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
後
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
ス
イ
カ
割
り
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
遊
び
な
ど
を

し
て
お
互
い
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

川
や
海
を
守
り　

伝
え
よ
う
！

川
や
海
を
守
り　

伝
え
よ
う
！

「
長
洲
町
・
み
ん
な
の
川
と
海
づ
く
り
デ
ー
」

８
月
28
日
、「
長
洲
町
・
み
ん
な
の
川
と
海
づ

く
り
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
長
洲
海
岸
一
帯
で

ゴ
ミ
拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
下

一
斉
に
開
催
さ
れ
た
「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の

川
と
海
づ
く
り
デ
ー
」
に
あ
わ
せ
て
町
が
実
施

し
た
も
の
で
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、

町
内
各
種
団
体
、
会
社
な
ど
か
ら
約
４
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
橋
本
町
長
は
、「
長
洲
町
の
川

と
海
を
私
た
ち
が
守
り
、
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
こ
の

日
約
２
時
間
の
作
業
で
、
お
菓
子
の
袋
や
空
き

缶
な
ど
か
ら
ト
タ
ン
や
タ
イ
ヤ
な
ど
ゴ
ミ
約
２

ｔ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
同
海
岸
で
町
内
小
中
学
生
や

そ
の
保
護
者
約
30
人
が
漂
着
ゴ
ミ
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
海
洋
汚
染
の
把
握
、
環

境
保
全
の
啓
発
を
目
的
に
海
上
保
安
庁
三
池
海

上
保
安
部
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

参
加
し
た
小
中
学
生
は
、
回
収
し
た
ゴ
ミ
の
種

類
や
数
な
ど
を
記
録
用
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
今
後
同
庁
の
漂
着

ゴ
ミ
に
関
す
る
施
策
の
検
討
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

企
業
に
で
き
る
地
域
貢
献

企
業
に
で
き
る
地
域
貢
献

株
式
会
社
九
州
イ
ノ
ア
ッ
ク
の
社
員
が
ツ
ツ
ジ
を
管
理

　

梅
田
区
内
の
道
路
植
栽
帯
（
株
式
会
社
九
州

イ
ノ
ア
ッ
ク
有
明
工
場
前
）
に
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ

ジ
（
約
90
本
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
以
前

同
区
民
と
同
区
内
に
あ
る
株
式
会
社
九
州
イ
ノ

ア
ッ
ク
有
明
工
場
の
社
員
が
協
力
し
て
植
え
付

け
た
も
の
で
、
管
理
栽
培
を
同
社
員
が
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
作
業
に
中
心
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

株
式
会
社
イ
ノ
ア
ッ
ク
有
明
工
場
の
百
田
工
場

長
は
、「
当
工
場
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得

し
、
環
境
へ
配
慮
し
た
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
と
連
携
し
環
境
に
や
さ
し
い
会

社
を
目
指
し
、
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
取
材
を
し
た
こ
の

日
は
、
13
人
の
社
員
が
草
取
り
な
ど
の
作
業
を

し
て
い
ま
し
た
。

▶
ゴ
ー
ル
後
、
英
語
で
の
質
問
に
答
え
る
参

　

加
者
た
ち
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一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

赤
田
区　

夏
祭
り

　

７
月
30
日
、
赤
田
区
で
は
、
公
民
館
前
で

夏
祭
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
区
民
の

親
睦
と
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、
隣
接
す
る

荒
尾
市
赤
田
地
区
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
た

約
２
０
０
人
が
参
加
さ
れ
、
破
魔
弓
太
鼓
、

す
い
か
割
り
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど
の
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
人
気
の
金
魚
す
く
い
の
コ
ー
ナ

ー
な
ど
で
は
、
歓
声
が
夜
遅
く
ま
で
響
い
て

い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
祭
り
も
年
々
盛
大
に
な
り
、
毎
年

参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
多
く
の
方
が
、
年
１
回
の
こ
の

祭
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
、
来
年
も

ま
た
行
い
ま
す
。」
と
土
田
区
長
。

東
荒
神
区　

七
夕
ま
つ
り

　

８
月
６
日
、
東
荒
神
区
で
は
中
道
児
童
公

園
で
第
５
回
七
夕
ま
つ
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
約
３
０
０
年
の
伝
統

を
経
る
「
七
夕
の
祝
い
唄
」
を
中
心
と
し
た

祭
り
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
集
る

ふ
れ
あ
い
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
、
区
民
を
中
心
と
し
て
約
３
０
０
人

が
参
加
し
、
七
夕
の
祝
い
唄
と
破
魔
弓
太
鼓
、

そ
れ
と
長
洲
音
頭
・
炭
鉱
節
な
ど
の
踊
り
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
焼
き
そ
ば
や
ジ
ュ
ー

ス
、
金
魚
す
く
い
、
か
き
氷
な
ど
の
各
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
て
大

変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
昨
年
よ
り
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
祭
り
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
も
多
く
の
方
が
参
加

で
き
る
よ
う
な
祭
り
を
行
い
た
い
。」
と
塩

山
区
長
。

上
町
区　

環
境
美
化
作
業

　

８
月
７
日
、
上
町
区
で
は
区
内
の
環
境
美

化
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
区
内
の

環
境
美
化
と
そ
の
意
識
啓
発
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
約
40
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
役
割
分
担
に
従
っ
て
浦
川

河
川
敷
の
除
草
作
業
や
ご
み
拾
い
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
短
時
間
で
、
空
き
缶
や
お
菓
子

の
袋
な
ど
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ご
み
袋
が

集
り
、
そ
の
後
丁
寧
に
分
別
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
早
朝
か
ら
の
作
業
で
し
た
が
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
短
時
間
で
作
業
が
終
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
区
内
の
美
化
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
玉
ノ
木

区
長
。

▶
す
い
か
割
り
の
よ
う
す

▶
七
夕
の
祝
い
唄
に
あ
わ
せ
て
踊
る
参
加
者

　

た
ち

赤
崎
区　

夏
祭
り

　

８
月
13
日
、
赤
崎
区
で
は
区
内
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
夏
祭
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

区
民
の
親
睦
と
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
は
、
約

１
２
０
人
の
区
民
の
方
が
参
加
し
、
ス
テ
ー

ジ
で
行
わ
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
踊
り
な
ど

へ
は
、
会
場
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
金
魚
す
く
い
や
か
き
氷
、

そ
う
め
ん
流
し
な
ど
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
夜
遅
く
ま
で
響
い
て

い
ま
し
た
。

　
「
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
楽
し
い
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
行

っ
た
そ
う
め
ん
流
し
が
好
評
だ
っ
た
の
で
、

ま
た
来
年
も
や
り
ま
す
。」
と
森
本
区
長
。

　

８
月
15
日
、
塩
屋
区
で
は
、
区
内
の
墓
地

で
恒
例
の
盆
踊
り
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
区
民
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
提
灯
で
飾
ら
れ
た

会
場
で
は
、
盆
の
帰
省
客
を
含
め
て
約
50

人
が
集
り
、
楽
し
く
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
し

た
。
長
洲
音
頭
な
ど
を
中
心
に
踊
り
ま
し
た

が
、
事
前
に
数
日
練
習
し
た
新
曲
も
踊
り
ま

し
た
。

　
「
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
、
区
民
の
ふ
れ

あ
い
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
も
行
い
ま
す
。」
と
山
平
区
長
。

▶
金
魚
す
く
い
の
よ
う
す

梅
田
区　

雨
乞
い
祭

　

８
月
14
日
、
梅
田
区
で
は
梅
田
話わ

い
和わ

い

広
場
で
、
雨
乞
い
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
約
２
０
０
年
の
伝
統
を
持
つ
同
区
の

伝
統
文
化
で
あ
る
雨
乞
い
踊
り
を
伝
承
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
年
も
昨
年
修
復
さ
れ
た
太
鼓
に
合
わ

せ
て
、
着
物
姿
の
保
存
会
や
法
被は

っ
ぴ姿
の
小
中

学
生
な
ど
が
、
道
中
を
踊
り
、
練
り
歩
き
ま

し
た
。
会
場
内
で
は
、
吟
詠
や
区
民
総
踊
り
、

そ
れ
と
女
性
消
防
隊
や
中
学
生
に
よ
る
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
踊
り
が
あ
り
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
小
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
ラ

ム
ネ
早
飲
み
大
会
で
は
大
変
盛
り
上
が
り
、

競
技
が
進
む
毎
に
保
護
者
な
ど
か
ら
大
歓
声

が
沸
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
区
内
外
か
ら
昨
年
よ
り
も
多
い
、
約

４
０
０
人
も
の
方
が
集
り
大
変
楽
し
い
祭
り

に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
方
の
協
力
に
よ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
祭
り
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
、
も
っ
と
多
く
の

方
が
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
い
ろ
い

ろ
と
工
夫
し
て
い
き
た
い
。」
と
那
須
区
長
。

塩
屋
区　

夏
祭
り

▶
輪
に
な
っ
て
踊
る
参
加
者

▶
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
踊
る
中
学
生
た
ち

▶
作
業
の
よ
う
す
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■役場  78－3111
■文化センター  78－0053
　（中央児童館・子育て支援センター）  （ 78－4100）
■長洲共同福祉施設  78－0053
　（中央公民館・生涯学習課）
■上下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■第一清掃センター  78－0660
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号

国民年金納付窓口開設
　保険料の納め忘れはありませんか。社会保険事
務局では臨時の納付窓口を開設しますのでぜひご
来場ください。
■と　き　10月７日㈮午前 10時～午後３時
■ところ　長洲共同福祉施設
■問い合せ
　熊本社会保険事務局玉名事務所（  74 1611）

相　

談

「
法
の
日
手
続
相
談
会
」
開
設

■
と　

き　

10
月
26
日
㈬
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁

判
所
玉
名
支
部
（
玉
名
市
繁
根

木
５
４
‐
８
）

■
相
談
内
容　

一
般
法
律
問
題
、

家
庭
問
題
、
人
権
問
題
、
登
記
、

戸
籍
問
題
、
そ
の
他

■
相
談
員　

裁
判
所
、
検
察
審
査

会
、
検
察
庁
、
法
務
局
、
弁
護
士
、

調
停
委
員

■
問
い
合
せ　

熊
本
地
方
・
家

庭
裁
判
所
玉
名
支
部
（

 

72 

３
０
３
７
）

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

家
庭
内
、
近
隣
間
な
ど
の
も
め

ご
と
、
相
続
、
金
銭
問
題
な
ど
の

悩
み
ご
と
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど

の
人
権
問
題
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
心
配
、
悩
み
な
ど
の
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

　

10
月
６
日
㈭

　
　
　
　

南
関
町
役
場
２
階
和
室

　

10
月
11
日
㈫

　
　
　
　

横
島
町
公
民
館

　

10
月
14
日
㈮

　
　
　
　

菊
水
町
公
民
館

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で

■
相
談
員　

法
務
局
職
員
及
び
人

権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
特
設
相
談

所
以
外
で
も
熊
本
地
方
法
務
局

及
び
人
権
擁
護
委
員
が
毎
日
ご

相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

〔
長
洲
町
人
権
擁
護
委
員
〕

　

木
原　

精
一
（
永
方
）

　
　
　
　
　
　
（

 

78 

５
７
２
４
）

　

濱
﨑　

周
一
（
梅
田
）

　
　
　
　
　
　
（

 

78 

４
１
６
０
）

　

古
庄　

繁
樹
（
上
沖
洲
）

　
　
　
　
　
　
（

 

78 

０
０
３
７
）

　

本
山　

正
夫
（
大
明
神
）

　
　
　
　
　
　
（

 

78 

１
１
６
８
）

■
問
い
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局

玉
名
支
局
（

 

72 

２
３
４
７
）

休日在宅医
月　日 在　宅　医

10月２日㈰ 池本内科医院（上　町） 78-0527

10月９日㈰ 古庄胃・内医院（岱明町） 57-0013

10月10日㈪ 棚 瀬 医 院（岱明町） 57-0103

10月16日㈰ 多田隈内科医院（向　野） 78-3011

人のうごき
平成 17年８月末日現在

　　 人　口　　17,911　（ △17）
　　 　　男　　  8,649　（ △ 3）
　　 　　女　　  9,262　（ △14）
　　 世帯数　 　 6,362　（ 　 9）

※（　）内は前月比

行政相談委員は身近な相談相手

　国や県、町が行う仕事についてのご
意見や要望、苦情などはありませんか。
　長洲町では、総務大臣から委嘱され
た行政相談委員が、皆さんからの意見
などをお聞きしています。相談は電話
やＦＡＸ、手紙などでも行うことがで
きます。

〔町の行政相談委員〕

〒 869-0123 長洲町大字長洲 552 番地
福田了栽さん

（  78 0214、ＦＡＸ 78 0496）

〔秋の行政相談週間〕
　10 月 17 日㈪から 23日㈰までは秋の
行政相談週間です。これにあわせて、
次のとおり相談所が開設されます。相
談は無料です。お気軽にご利用くださ
い。

と　き ところ

10月 17日㈪ 腹赤公民館

10月 18日㈫ 地域福祉センター

10月 24日㈪ 町民研修センター

10月 25日㈫ 梅田公民館

※いずれも午後１時から午後３時
■問い合せ　まちづくり課（内線231）

皆さん献血にご協力を！
（長洲ライオンズクラブ主催）
　年々献血人口が減少しつつあり、緊急
の手術等で使用できる血液の量が不足し
ています。一人ひとりのご協力があって
こそ大切な命を救うことができます。ほ
んの少しの愛情で、大きな命を救いまし
ょう。みなさんのご協力をお願いいたし
ます。
■と　き　10月４日㈫午前９時30分～正午
■ところ　長洲町役場玄関前
※なお、献血にご協力頂いた方には、記
　念品として長洲町指定ごみ袋等を差し
　上げます。
■問い合せ　住民環境課（内線130）

お
知
ら
せ

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
環
状
線
バ
ス

運
行
便
の
変
更
の
お
知
ら
せ

　

町
内
一
円
を
運
行
し
て
い
ま
す

「
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
環
状
線
バ
ス
」

の
土
・
日
運
行
便
の
一
部
に
つ
き

ま
し
て
、
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、

10
月
１
日
㈯
か
ら
次
の
便
が
減
便

に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〔
減
便
と
な
る
運
行
時
刻
〕

【
土
・
日
運
行
の
み
】

①
左
回
り　

　

新
山
７
時
51
分
発
（
左
回
り
始

発
便
）

②
右
回
り

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

　

16
時
29
分
発
（
右
回
り
最
終
便
）

③
右
回
り

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

　

10
時
16
分
発

④
左
回
り

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

　

14
時
３
分
発

■
問
い
合
せ　

産
交
バ
ス
㈱
玉
名

営
業
所
（

 

57 

０
１
０
０
）、
企

画
財
政
課
（
内
線
２
２
２
）

10
月
は
「
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」

　

〜
事
業
主
の
皆
さ
ん
、「
労
働
保

険
」
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
〜

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、

政
府
が
管
掌
す
る
保
険
制
度
で
す
。

こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種

類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林

水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
は
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
保
険
関
係
成
立
手
続

き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
労
働
保
険
制
度
や
手

続
方
法
の
不
案
内
等
に
よ
り
、
か

な
り
の
未
手
続
事
業
所
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
解
消
に
向
け
、
厚
生
労
働
省

で
は
、
毎
年
10
月
を
「
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
て
、
労

働
保
険
の
適
用
促
進
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
労
働
者
の
方
が
業
務

中
及
び
通
勤
途
中
の
災
害
や
病
気

に
見
舞
わ
れ
た
り
、
万
一
死
亡
さ

れ
た
場
合
に
必
要
な
労
災
保
険
給

付
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

雇
用
失
業
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
に
よ
り
失

業
し
た
場
合
の
失
業
給
付
や
、
在

職
中
に
お
け
る
育
児
及
び
介
護
休

業
中
の
給
付
が
速
や
か
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
早
め
に
保
険
関
係
成

立
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
各
種
助

成
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

及
び
保
険
関
係
成
立
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
玉
名
労
働
基
準
監
督
署

（

 

73 

４
４
１
１
）、
ま
た
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
玉
名(
玉
名
公
共
職
業
安

定
所)

（

 

72 

８
６
０
９
）、
も
し

く
は
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

熊
本
労
働
局
労
働

　

保
険
徴
収
室
（

０
９
６
・
２
１

　

１
・
１
７
０
２
）
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住
宅
金
融
公
庫
か
ら

の
お
知
ら
せ

〜
台
風
14
号
に
よ
り
住
宅
に

　
　

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ
〜

　
「
平
成
17
年
台
風
14
号
」
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
様
方
に
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
先
日
の

台
風
14
号
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
へ
、
住
宅
の
復
旧

に
伴
う
融
資
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
客
様
と
の
ご
相
談
に

よ
り
、
返
済
期
間
の
延
長
な
ど
お

客
様
の
状
況
に
応
じ
た
返
済
方
法

の
変
更
等
に
も
対
応
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
現
在
ご
返
済
中
の
金
融

機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
南
九

州
支
店
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

住
宅
金
融
公
庫
南

　

九
州
支
店
（

０
９
６
・
３
８
７
・

　

２
０
０
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w.Jyukou.go.jp/

）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　

10
月
11
日
㈫
〜
10
月
20
日
㈭
の

間
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
！

　

こ
の
運
動
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
方
の
手
で
「
犯
罪
や
事
故
の
な

い
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
社
会
」
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
犯
罪
や
事
故
の
防

止
に
つ
い
て
、
家
庭
や
職
場
、
地

域
の
み
な
さ
ん
で
も
う
一
度
よ
く

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間　

10
月
11
日
㈫
か
ら

10
月
20
日
㈭
ま
で
の
間

■
運
動
重
点

・
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪
の

防
止

・
犯
罪
多
発
駐
車
場
等
に
お
け
る
乗

物
盗
及
び
車
上
ね
ら
い
の
防
止

・
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
身
近
な
知

能
犯
罪
の
防
止

■
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
み
ん
な

で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

■
問
い
合
せ　

荒
尾
警
察
署
生
活

安
全
課
（

 

68 

５
１
１
０
）

平
成
17
年
度
熊
本
県
被
爆

二
世
健
康
診
断
の
実
施

　

熊
本
県
で
は
、
次
の
と
お
り
原

子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
し
て
、

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■
と　

き　

10
月
25
日
㈫
、
27
日

㈭
〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
30
分
〜
午

前
10
時
30
分

■
と
こ
ろ　

玉
名
中
央
病
院

■
対
象
者　

父
・
母
の
ど
ち
ら
か

が
原
子
爆
弾
被
爆
者
で
あ
る
方

で
、
健
康
に
不
安
を
抱
い
て
お

ら
れ
る
方

■
受
診
料　

無
料

■
検
査
内
容　

一
般
検
査
・
精
密

検
査

■
申
込
方
法　

10
月
18
日
㈫
ま
で

に
有
明
保
健
所
（

 

72 

２
１
８

　

４
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
※
こ
の
ほ
か
、
熊
本
市
な
ど
で
も

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

県
健
康
福
祉

部
健
康
づ
く
り
推
進
課
〔

０
９
６
・
３
８
３
・
１
１
１
１

（
内
線
７
０
７
８
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
９
６
・
３
８
３
・
０
４
９
８
〕

募　

集

「
県
政
ふ
れ
あ
い
教
室
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、「
食
の
安
全
・
安
心
と

食
育
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
」、

「
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
」
の

３
つ
の
テ
ー
マ
、
全
６
コ
ー
ス
で
、

県
の
取
り
組
み
を
体
験
、
学
習
し

て
い
た
だ
こ
う
と
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

■
と　

き　

11
月
１
日
㈫
、
６
日

1010
月
１
日
か
ら
住
民
異
動
届
出
の
と
き

月
１
日
か
ら
住
民
異
動
届
出
の
と
き

本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

　

最
近
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に

住
民
異
動
届
が
提
出
さ
れ
る
と
い

う
事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
第
三
者

に
よ
る
虚
偽
の
届
出
の
防
止
と
早

期
発
見
の
た
め
、
10
月
１
日
㈯
か

ら
住
民
異
動
届
を
す
る
際
、
届
出

を
提
出
す
る
方
（
代
理
人
を
含
む
）

の
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す
。
届

出
の
際
は
、
次
に
掲
げ
る
本
人
確

認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代

理
人
に
よ
る
届
出
の
場
合
、
同
世

帯
の
方
で
な
け
れ
ば
委
任
状
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
本
人
確
認
書
類
を
お
持

ち
で
な
い
方
も
届
出
は
で
き
ま
す

が
、
届
出
人
に
対
し
、
住
民
異
動

届
を
受
理
し
た
旨
の
通
知
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
郵
送
で
転
出
証
明

書
を
請
求
さ
れ
る
際
に
は
、
本
人

確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

㈰
、
９
日
㈬
、
12
日
㈯
、
13
日
㈰
、

16
日
㈬

※
各
コ
ー
ス
で
会
場
が
異
な
り
ま

す
。
会
場
へ
は
熊
本
交
通
セ
ン

タ
ー
及
び
県
庁
か
ら
バ
ス
で
移

動
し
ま
す
。

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
の
県
内

在
住
者
（
40
人
程
度
）

■
募
集
締
切　

10
月
11
日
㈫

※
参
加
料
は
無
料
で
す
が
一
部
の

コ
ー
ス
で
実
費
負
担
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

県
広

　

報
課
〔

０
９
６
・
３
８
３
・
１

　

１
１
１
（
内
線
３
１
３
４
）、
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
９
６
・
３
８
６
・
２
０
４

　

０
、E

-m
ail kouhou@

pref.ku

m
am
oto.lg.jp

〕

技
術
講
習
会
パ
ソ
コ
ン
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

（
表
計
算
３
級
）
受
講
者
募
集

　

県
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
方

を
対
象
に
、
就
職
に
必
要
な
技
術

の
習
得
を
目
的
に
技
術
講
習
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
受
講
資
格　

次
の
①
〜
⑥
を
全

て
満
た
す
方

①
現
在
就
職
希
望
し
て
い
る　

②

雇
用
保
険
受
給
の
対
象
外
で
あ
る

　

③
全
日
程
出
席
で
き
る　

④
現

在
学
生
で
な
い　

⑤
開
講
日
に
65

歳
未
満
で
あ
る　

⑥
過
去
に
同
一

の
当
セ
ン
タ
ー
講
習
会
を
受
講
し

て
い
な
い

■
と　

き　

11
月
17
日
〜
12
月
22

日
（
月
〜
金
）
24
日
間
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

く
ま
も
と
県
民
交
流

館
パ
レ
ア
会
議
室

■
内　

容　

初
心
者
を
対
象
と
し

た
表
計
算
ソ
フ
ト
「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
」
の
講
習
。
最
終
日
に
は
パ

ソ
コ
ン
表
計
算
３
級
の
検
定
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
、
検

定
料
は
別
途
必
要
）

■
定　

員　

30
人
（
選
考
に
よ
り

受
講
者
決
定
）

■
申
し
込
み　

10
月
18
日
㈫
、
19

日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
に

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

会
議
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い

■
問
い
合
せ　

パ
レ
ア
し
ご
と

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（

０
９
６
・
３
５
５
・
４
３
０
９
）

○
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
９
月
下
旬
に
、
総
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
国
勢
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
の
配
布
に
う
か
が
い
ま
す
。

○
10
月
１
日
現
在
の
皆
さ
ん
の
状
況
を
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
記
入
し
て
い
た
だ
く
項
目
は
、
男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
就
業
状
態
、
通
勤
・
通
学
地
、
住
居
の
種
類
な
ど
17
項
目

で
す
。

○
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
取
組
や
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
さ
れ
ま
す
。

○
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
に
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

総務省統計局
http://www.stat.go.jp/

熊本県・長洲町

皆さんのご協力
をお願いします

免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

〔
住
民
異
動
届
の
種
類
〕

　

転
入
届
、
転
出
届
、
転
居
届
、

世
帯
変
更
届
（
世
帯
主
変
更
・
世

帯
合
併
・
世
帯
分
離
等
）

〔
本
人
確
認
書
類
の
種
類
〕

　

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身

分
証
明
書

　

例
）
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔

写
真
あ
り
）
な
ど

※
前
述
の
身
分
証
明
書
が
な
い
場

合
　

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
銀

行
等
の
預
金
通
帳
、
社
員
証
、
学

生
証
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
。

こ
の
場
合
、
２
種
類
提
示
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
本
人
確
認
書
類
と
し
て
認
め
ら

れ
な
い
も
の

　

本
人
が
自
署
し
た
会
員
証
、
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
な
ど
。

本
人
確
認
を
行
う
届
出
の

種
類
及
び
本
人
確
認
書
類

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課
（
内
線
１
３
２
、１
３
３
）

公
開
講
座
に
来
て
み
ま
せ
ん
か

公
開
講
座
に
来
て
み
ま
せ
ん
か

〜
少
子
高
齢
社
会
を
生
き
る
〜

　

九
州
看
護
福
祉
大
学
で

は
、
平
成
17
年
度
公
開
講

座
（
後
期
）
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
専
門
の

講
師
が
様
々
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
講

義
し
ま
す
。

■
と　

き　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

九
州
看
護
福

　

祉
大
学

※
受
講
は
無
料
で
、
事
前

の
予
約
な
ど
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

開校日 講師名 演　　　題
10月８日 梶尾和子 児童虐待の現状と課題
10月15日 増田安代 心の健康と内観
10月22日 金　蘭九 韓国における超高齢化社会の福祉

10月29日 山本孝司 児童虐待に関して（子どもとの
権利とのからみで）

11月５日 野崎和義 高齢化社会の福祉（法的側面）

11月12日 生野繁子 少子高齢化社会を生きる高齢者
の課題

11月19日 安藤　学
少子高齢化社会における医療の
課題と対策について
～離島における救急医療を中心に～

11月26日 江頭洋祐 高齢期の心身医学
～こころと体の対話～

■
問
い
合
せ

　

九
州
看
護
福
祉
大
学
公
開
講
座
委
員
会
事
務
局
総
務
課
（
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１
８
０
０
）



1617

秋の天草で深めよう家族の絆を！

　天草青年の家では、家庭教育への父親
の参加を啓発しようと次のとおり開催しま
す。天草の自然の中で家族の絆を深めまし
ょう！
■と　き　10月15日㈯～10月16日㈰
■ところ　熊本県立天草青年の家、上天
草市松島保健センター
■内　容　家族で登山や海鮮料理作り、
船釣などを行います
■募集人員　40人〔家族（特に父親と子
ども）でご参加ください〕
■参加費　１人4,000円
■携行品　運動できる服装、着替え、運
動靴、体育館シューズ、洗面用具、筆記
用具、保険証またはその写し、雨具（か
っぱ）、エプロン、三角巾、手拭き用タ
オル、軍手、釣具（用意できる方）
※「船釣」に適した服装をご用意ください。
また、釣具、餌、氷は用意しますが、ク
ーラーボックスは各自ご用意ください。
■申込方法　10月２日㈰から10月11日
㈫の間に電話でお申し込みください（受
付時間は、午前９時～午後５時）
■申し込み・問い合せ
　熊本県立天草青年の家
　（ 0969 ･ 56 ･ 1650、FAX0969 ･ 56 ･ 1195）

小学生から大人のための冬休み
春休み海外派遣事業参加者募集
　文部科学省所管の財団法人国際青少年
研修会では、体験をとおして、お互いの理
解や交流を深め、国際性を養おうと、各種
事業の参加者を募集しています。
■内　容　ホームステイ、ボランティア
体験、文化交流、学校体験、英語研修、
地域見学、自然体験など
■派遣先　米国、英国、豪州、カナダ、
カンボジア、グアム、ニュージーランド
■対　象　小学３年生～大人まで
■参加費　18～35万円（共通経費は別途）
■問い合せ　㈶国際青少年研修協会
　（ 03 ･ 3359 ･ 8421、FAX03 ･ 3354 ･ 2207）

助
け
て
く
だ
さ
い　

助
か
る
命

助
け
て
く
だ
さ
い　

助
か
る
命

　

白
血
病
等
で
骨
髄
移
植
を
希
望
す

る
人
が
全
国
で
約
３
、０
０
０
人
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

種
臓
器
の
機
能
不
全
で
臓
器
移
植

を
希
望
す
る
人
が
約
１
２
、０
０
０

人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
腎
臓

移
植
希
望
者
１
１
、７
５
８
人
、
肺

１
０
３
人
、
肝
臓
92
人
、
心
臓
77
人

他
）。

　

移
植
の
日
を
待
ち
な
が
ら
、
厳
し

い
治
療
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
多
く

の
人
々
は
、
決
し
て
特
別
な
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
骨
髄
バ
ン

ク
へ
の
登
録
や
臓
器
提
供
意
志
表
示

カ
ー
ド
へ
の
記
入
が
苦
し
む
人
々
へ

の
救
い
の
手
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
骨
髄
バ
ン
ク
〕

　

骨
髄
移
植
と
は
、
白
血
病
や
再

生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
病
気
に
よ
っ

て
、
正
常
な
造
血
が
行
わ
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
患
者
さ
ん
の
骨
髄
幹

細
胞
を
、
健
康
な
方
の
骨
髄
幹
細
胞

と
入
れ
替
え
る
（
実
際
は
骨
髄
液
を

点
滴
静
注
す
る
）
こ
と
に
よ
り
、
造

血
機
能
を
回
復
さ
せ
る
治
療
法
で

す
。
移
植
に
よ
る
拒
絶
反
応
を
で
き

る
だ
け
小
さ
く
し
、
患
者
と
提
供
者

の
白
血
球
の
血
液
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
）
を

一
致
さ
せ
る
た
め
、
全
国
で
約
30
万

人
の
登
録
者
が
必
要
な
の
で
す
が
、

現
在
は
21
万
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
登
録
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
登
録
の
条
件

・
年
齢　

18
歳
〜
54
歳
の
健
康
な
方

・
体
重　

男
性
45
㎏
、
女
性
40
㎏
以

　

上
の
方

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解

　

し
て
い
る
方

■
登
録
受
付
窓
口
（
事
前
に
電
話

　

予
約
が
必
要
で
す
）

①
熊
本
県
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

　
（
熊
本
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（

０
９
６
・
３
８
４
・
２
１
１
１
）

②
下
通
り
献
血
ル
ー
ム

　
（
連
絡
先
は
①
と
同
じ
）

③
熊
本
県
人
吉
保
健
所

　
（

０
９
６
６
・
２
２
・
３
１
０
７
）

④
熊
本
県
天
草
保
健
所

　
（

０
９
６
９
・
２
３
・
０
１
７
２
）

■
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て
の
詳
し
い

　

問
い
合
せ　

㈶
骨
髄
移
植
推
進
財

　

団（

０
３
・
５
２
８
０
・
８
１
１

　

１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w.

　

jm
dp.or.jp

）

■
問
い
合
せ　

熊
本
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課
薬
事
班

（

 

０
９
６
・
３
８
１
・
８
４
１
２
）

骨
髄
バ
ン
ク
、
臓
器
移
植
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

骨
髄
バ
ン
ク
、
臓
器
移
植
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

〔
臓
器
移
植
〕

　

臓
器
移
植
へ
の
協
力
は
、
ま
ず
カ

ー
ド
へ
の
記
入
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、

市
役
所
・
町
村
役
場
、
郵
便
局
、
保

健
所
、
警
察
署
、
免
許
セ
ン
タ
ー
等

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
意
思
を
記
入
し
、
署
名
を

し
て
、
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

■
臓
器
移
植
に
つ
い
て
の
詳
し
い
問

　

い
合
せ
㈳
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
（

０
３
・
３
５
０
２
・
２

　

０
７
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://

　

w
w
w.jotnw.or.jp

）

〔
10
月
の
推
進
月
間
記
念

　
　
　
　
　
　

講
演
会
の
ご
案
内
〕

　
「
生
き
が
い
論
シ
リ
ー
ズ
」
で
有

名
な
飯
田
史
彦
氏
の
元
気
の
出
る
講

演
が
楽
し
め
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

10
月
31
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

■
と
こ
ろ　

熊
本
県
庁
行
政
棟
本

　

館　

地
下
大
会
議
室

■
内　

容

・
骨
髄
移
植
や
臓
器
移
植
の
現
状
説

　

明
・
特
別
講
演
「
命
の
つ
な
が
り
と
生

　

き
が
い
」
仮
題　

講
師　

飯
田
史

　

彦
氏
（
福
島
大
学
教
授
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

か
ら
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
で
は
、

住
民
や
在
職
者
の
方
を
対
象
に
次

の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

〔
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
の

視
覚
化
実
践
技
術
〕

　

企
画
及
び
提
案
を
よ
り
効
果
的

に
表
現
す
る
た
め
に
、
シ
ナ
リ
オ

作
成
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
ポ

イ
ン
ト
、
更
に
、
図
表
化
の
事
例

パ
タ
ー
ン
に
よ
る
情
報
の
効
果
的

な
視
覚
化
手
法
を
通
し
て
習
得
す

る
。

■
と　

き　

11
月
７
日
㈪
、
９
日

㈬
、
11
日
㈮
、
14
日
㈪
、
16
日
㈬
、

18
日
㈮
午
後
６
時
〜
午
後
９
時

■
受
講
料　

５
、０
０
０
円

■
定　

員　

15
人

〔
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
作
成
（
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

＆
Ｃ
Ｓ
Ｓ
編
）〕

　

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
作
成
言
語
で
あ

る
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
及
び
ス
タ
イ
ル
定
義

記
述
法
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｓ
を
使
用
し
、

き
め
細
か
な
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
作

成
す
る
た
め
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ

イ
ド
ス
ク
リ
プ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
技
法
を
習
得
す
る
。

■
と　

き　

11
月
19
日
㈯
、
20
㈰
、

26
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
受
講
料　

８
、０
０
０
円

■
定　

員　

10
人

〔
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
実
践
技
術
〕

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
導
入
に
よ
る
効
果
的
な

建
築
設
計
と
実
践
的
な
Ｃ
Ａ
Ｄ
運

用
、
顧
客
へ
の
対
処
法
に
必
要
な

知
識
及
び
技
術
を
習
得
す
る
。

■
と　

き　

11
月
26
日
㈯
、
27
日

㈰
、
12
月
3
日
㈯
、
４
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

■
受
講
料　

７
、０
０
０
円

■
定　

員　

10
人

〔
実
践
的
な
給
排
水
設
備
施
工
技
術
〕

　

給
排
水
設
備
施
工
中
に
発
生
す

る
問
題
に
的
確
な
対
処
が
で
き
、

円
滑
な
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
習
得
す

る
。

■
と　

き　

11
月
６
日
㈰
、
13
日

㈰
、
20
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

■
受
講
料　

８
、０
０
０
円

■
定　

員　

10
人

〔
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
製
品
設
計

技
術
（
ア
セ
ン
ブ
リ
編
）〕

　

立
体
モ
デ
リ
ン
グ
手
法
の
１
つ

で
あ
る
ソ
リ
ッ
ド
モ
デ
ラ
の
Ｃ
Ａ

Ｄ
に
お
け
る
現
状
と
ソ
リ
ッ
ド
モ

デ
ラ
の
持
つ
様
々
な
利
点
を
知
り
、

ワ
イ
ヤ
ー
フ
レ
ー
ム
モ
デ
ル
や
サ

ー
フ
ェ
イ
ス
モ
デ
ル
と
の
モ
デ
リ

ン
グ
の
比
較
を
し
、
こ
れ
か
ら
の

三
次
元
モ
デ
ラ
ー
と
し
て
の
使
用
・

活
用
方
法
を
習
得
す
る
。

■
と　

き　

11
月
27
日
㈰
、
12
月

４
日
㈰
、
11
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

■
受
講
料　

７
、０
０
０
円

■
定　

員　

10
人

Ａ
Ｇ
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

（
衛
星
通
信
を
利
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
）

〔
印
刷
業　

現
状
を
打
破
す
る
リ
ー

ダ
ー
の
戦
術
〕

■
と　

き　

11
月
９
日
㈬
、
16
日

㈬
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料　

４
、５
０
０
円

■
定　

員　

20
人

〔
組
織
・
風
土
改
革
の
た
め
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
〕

■
と　

き　

11
月
11
日
㈮
、
18
日

㈮
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料　

４
、５
０
０
円

■
定　

員　

20
人

〔
警
備
業
法
改
正
に
伴
う
警
備
員
指

導
教
育
責
任
者
が
行
う
べ
き
専
門

的
か
つ
効
果
的
な
教
育
〕

■
と　

き　

11
月
21
日
㈪
、
22
日

㈫
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料　

４
、５
０
０
円

■
定　

員　

20
人

創
業
・
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー

（
衛
星
通
信
を
利
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
）

〔
勝
て
る
企
画
書
の
つ
く
り
か
た
〕

■
と　

き　

11
月
10
日
㈭
午
後
６

時
30
分
〜
午
後
８
時

■
受
講
料　

無
料

■
定　

員　

20
人

〔
営
業
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
術
〕

■
と　

き　

11
月
17
日
㈭
午
後
６

時
30
分
〜
午
後
８
時

■
受
講
料　

無
料

■
定　

員　

20
人

〔
強
い
事
業
・
元
気
な
会
社
の
秘
密
〕

■
と　

き　

11
月
24
日
㈭
午
後
６

時
30
分
〜
午
後
８
時

■
受
講
料　

無
料

■
定　

員　

20
人

※
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
開
発
援
助

課
（

 

62 

０
１
７
９
）

「
棚
田
ふ
れ
あ
い
探
訪
」
体
験

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

棚
田
散
策
、
農
作
業
や
郷
土
料

理
の
昼
食
と
温
泉
な
ど
、
棚
田
の

爽
や
か
な
秋
を
満
喫
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と　

き
・
と
こ
ろ

〔
大
作
山
コ
ー
ス
（
上
天
草
市
）〕

　

10
月
23
日
㈰
三
角
駅
９
時
集
合

〔
湯
の
鶴
コ
ー
ス
（
水
俣
市
）〕

　

11
月
13
日
㈰
新
水
俣
駅
９
時
40

　

分
集
合

■
参
加
料　

大
人
２
、５
０
０
円
、

小
学
生
１
、５
０
０
円

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
希

望
の
コ
ー
ス
、
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

県
農
村
整
備
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
〔
10
月
14
日
㈮
必
着
〕

■
問
い
合
せ　

県
農
村
整
備
課

　
（

０
９
６
・
３
８
２
・
８
６
１
４
）

お詫びと訂正
　広報ながす９月 15 日号７ページの
「10月すこやかカレンダー」内の11日㈫、
１歳６ヵ月児健診の対象者に誤りがあ
りました。お詫びして次のとおり訂正
します。
（正）Ｈ 16. ３～４月生
（誤）Ｈ 14. ３～４月生
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第22回荒養まつり
　　荒尾養護学校では、子どもたちが
地域の方々とふれあい、楽しいひと時
を過ごすことで、本校教育や子どもた
ちのことを理解していただこうと次の
とおり「第22回荒養まつり」を開催
します。
■と　き　10月30日㈰午前９時30分
　　　　　～午後２時（雨天決行）
■ところ　荒尾養護学校
■内　容
①ステージ発表
・本校児童生徒
・学習交流校
・本校支援諸団体
②バザー
・中学部、高等部作業学習製品
・飲食物（ジュース、軽食など）
・リサイクルバザー
■問い合せ
　荒尾養護学校（  62 １１３１）

秋季山野草展示会
■と　き
　10月８日㈯
　午前10時～午後５時
　10月９日㈰
　午前９時～午後４時
■ところ　長洲共同福祉施設集会室
■問い合せ
　長洲山草会長　戸次（  78 ００２３）

1010
月
か
ら
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
料
が
変
更
に
な
り
ま
す

月
か
ら
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
料
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

今
年
10
月
サ
ー
ビ
ス
分
か
ら
介
護

保
険
施
設
な
ど
の「
食
費
」「
居
住
費
」

が
自
己
負
担
と
す
る
利
用
料
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
保
険
給
付
の
増

大
に
伴
う
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を

抑
え
る
た
め
、
ま
た
、「
在
宅
サ
ー

ビ
ス
」
と
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
の
給

付
の
公
平
性
を
図
る
た
め
に
見
直
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

変
更
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
〔
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
）
の
利
用
者
〕

　

居
住
費
、
食
費
が
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

〔
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生

活
介
護
、
短
期
入
所
療
養
介
護
）
の

利
用
者
〕

　

滞
在
費
、
食
費
が
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。〔

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通

所
介
護
）、
デ
イ
ケ
ア

（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
）
の
利
用
者
〕

　

食
費
が
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

非
課
税
世
帯
の
方
な
ど

は
、
軽
減
制
度
が
あ
り

ま
す

　

施
設
入
所
者
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
で

所
得
の
低
い
方
に
は
介

護
保
険
負
担
限
度
額

申
請
を
し
て
い
た
だ
く

と
、「
食
費
」、「
居
住
費
」

の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
は
、
今

後
我
が
国
の
経
済
社
会
全
体
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、

平
成
15
年
に
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
」
が
成
立
し
、
社
会

全
体
で
取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
仕
事

と
家
庭
の
両
立
支
援
と
働
き
方
の

見
直
し
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
各
企
業
に
お

い
て
も
労
働
者
が
、
仕
事
と
生
活

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
多
様
な
働

き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
雇
用
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

熊
本
労
働
局
で
は
、
事
業
主
を
は

じ
め
社
会
全
般
も
理
解
を
深
め
る

た
め
に
次
の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
方
々

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

■
と　

き　

10
月
21
日
㈮
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
40
分

■
と
こ
ろ　

熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
３
階
大
ホ
ー
ル

■
内　

容

①
講
演
「
未
来
を
拓
く
企
業
の
人

事
制
度
〜
次
世
代
育
成
と
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

　

講
師　

獨
協
大
学
経
済
学
部
助

教
授　

阿
部
正
浩
氏　

②
事
例
発

表　

③
説
明

・「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
及
び

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
」　

熊
本

労
働
局
雇
用
均
等
室

・「
両
立
支
援
関
係
助
成
金
」　

㈶

21
世
紀
職
業
財
団
熊
本
事
務
所

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

熊
本

　

労
働
局
雇
用
均
等
室
（

０
９

　

６
・
３
５
２
・
３
８
６
５
）

「
熊
本
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

講
演
会
」
の
ご
案
内

　

タ
レ
ン
ト
で
活
躍
中
の
清
水
國

明
さ
ん
が
、
地
球
環
境
に
や
さ
し

い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
講
演
に
や
っ

て
き
ま
す
。

■
と　

き　

11
月
５
日
㈯

■
と
こ
ろ　

熊
本
市
役
所
14
階
大

ホ
ー
ル

■
対
象
者　

県
民
の
方
で
約

３
０
０
人

※
先
着
順
で
す
の
で
、
お
早
め
に

応
募
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

■
応
募
期
限　

10
月
28
日
㈮
ま
で

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

E
-m
ail

、電
話
で
応
募
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

県
土
地
資
源
対
策

課
（

０
９
６
・
３
８
４
・
３
２
５
３
）

催
し
な
ど

「
第
22
回
伝
統
的
工
芸

品
月
間
国
民
会
議
全

国
大
会
」
熊
本
初
開
催

　

毎
年
11
月
は
「
伝
統
的
工
芸
品

月
間
」
で
す
。
今
年
は
熊
本
で
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
場

料
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

の
匠
の
技
を
実
感
で
き
る
絶
好
の

機
会
で
す
！

■
と　

き　

11
月
３
日（
木
、祝
日
）

〜
６
日
㈰

■
と
こ
ろ　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

■
内　

容

・「
２
０
０
５
伝
統
的
工
芸
ふ
れ
あ

い
広
場
く
ま
も
と
」

　

全
国
２
０
７
品
目
に
の
ぼ
る
伝

統
工
芸
品
の
展
示
・
販
売
や
、

製
作
実
演
の
見
学
、
製
作
体
験

な
ど

・「
２
０
０
５
日
本
伝
統
工
芸
士
会

作
品
展
・
特
別
頒
布
フ
ェ
ア
」

　

作
品
展
、
特
別
頒
布
な
ど

・「
く
ま
も
と
伝
統
工
芸
品
フ
ェ
ア

　

'05
」

　
「
暮
ら
し
に
生
き
る
、
暮
ら
し
を

活
か
す
、
熊
本
の
伝
統
工
芸
。」

を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
、
県

内
各
地
の
特
産
品
・
物
産
品
・

飲
食
物
の
販
売
な
ど

■
問
い
合
せ　

熊
本
県
伝
統
工
芸

品
月
間
推
進
協
議
会
事
務
局
（
県

商
工
政
策
課
内
）

　
（

０
９
６
・
３
８
５
・
４
９
８
７
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.pr

　

ef.kum
am
oto.jp/prom

otion/

dentou_kougei/index.htm
l

）

「
男
女
協
働
政
経
塾
」

出
前
講
座

　
「
男
女
協
働
政
経
塾
」
と
は
、
熊

本
県
・
熊
本
大
学
・
熊
本
学
園
大
学
・

熊
本
県
立
大
学
が
共
同
し
て
実
施

し
て
い
る
「
男
性
・
女
性
に
関
わ

ら
ず
自
分
ら
し
く
誇
ら
し
く
人
生

を
送
る
た
め
の
知
識
や
技
能
を
身

に
つ
け
た
い
方
の
想
い
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
政
治
・
経
済
・
社
会
参
画

の
実
践
的
な
講
座
」
で
す
。
そ
の

講
座
の
一
つ
を
本
年
度
は
荒
尾
市

と
の
連
携
で
、
男
女
共
同
参
画
基

礎
講
座
（
出
前
講
座
）
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
中
で
、

女
性
の
役
割
と
活
躍
の
場
は
ま
す

ま
す
大
き
く
広
い
も
の
と
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
に
あ

っ
て
、
男
性
・
女
性
一
人
ひ
と
り

が
互
い
に
ど
の
よ
う
に
考
え
、
生

き
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
こ
の
講

座
で
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

■
と　

き　

11
月
13
日
㈰
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分

■
と
こ
ろ　

メ
デ
ィ
ア
交
流
館
多

目
的
ル
ー
ム
（
荒
尾
市
大
正
町

２
‐
３
‐
２
）

■
内　

容

①
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

鈴
木
桂
樹
氏
（
熊
本
大
学
法
学

部
教
授
）「
男
女
共
同
参
画
と
は
」

②
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　

藤
井
宥
貴
子
氏
（
㈲
ミ
ュ
ー
ズ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役
）「
私

の
歩
ん
で
き
た
道
」

③
午
後
２
時
45
分
〜
４
時
15
分

　

立
山
敏
男
氏
（
熊
本
県
立
大
学

総
合
管
理
学
部
教
授
）「
企
業
が
生

き
る
女
性
力
」

■
受
講
料　

１
、０
０
０
円

■
応
募
締
切　

10
月
20
日
㈭

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
〔
２
歳
〜

就
学
前
（
要
予
約
）〕

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

荒
尾

市
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
室

（
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２
８
８
４
）

く
ま
も
と
県
民
木
材

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

10
月
８
日
㈯
は
「
木
の
日
」
で
す
。

県
産
木
材
を
身
近
に
感
じ
、
暮
ら

し
に
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
「
く

ま
も
と
県
民
木
材
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
を
10
月
７
日
㈮
か
ら
９
日
㈰

ま
で
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で
開
催

し
ま
す
。

　

木
材
関
係
の
団
体
な
ど
の
展
示

会
、
住
宅
に
関
す
る
相
談
会
や
木

工
教
室
、
木
製
遊
具
コ
ー
ナ
ー
、

木
に
つ
い
て
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

ご
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
本
県

産
干
し
し
い
た
け
と
阿
蘇
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
使
っ
た
地
産
池
消
の
お
弁

当
も
登
場
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

県
林
務
水
産
部
林

　

業
振
興
課
（

０
９
６
・
３
８
３
・

　

１
１
１
１
（
内
線
５
６
４
１
）
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
０
９
６
・
３
８
１
・
８
７
１
０
）

「
な
か
よ
し
保
育
」

の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
地
域
で
子
育
て
中
の

ご
家
庭
に
対
す
る
育
児
支
援
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
未
就
園
児
親
子
を
対
象
と
し
た

「
な
か
よ
し
保
育
」
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
！
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と　

き　

10
月
19
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

長
洲
幼
稚
園

■
内　

容　

ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会

■
問
い
合
せ　

長
洲
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
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４
６
８
０
）

■非課税世帯の方などの軽減制度〔多床（相部屋）の場合〕

利用者
負担段階

段階の内容
負担限度額

（１日あたりの
本人負担額）

第１段階
町民税非課税世帯の老齢福祉年金
受給者。生活保護受給者

食費　　300円
居住費　   0 円

第２段階
町民税非課税世帯で課税年収入額と
合計所得の合計額が 80万円以下の方

食費　　390円
居住費　320円

第３段階
町民税非課税世帯で利用者負担第
２段階以外の方

食費　　650円
居住費　320円

※第４段階（課税世帯）の方は施設との契約により決められますが、
月額食費 42,000 円程度、居住費 1万円程度が自己負担となります。
※本表は多床型（相部屋）を表示しています。居住費は従来型個室、
ユニット型準個室、ユニット型個室の別で異なりますので、施設
に問い合せてください。

　

表
の
利
用
者
負
担
第
１
段
階
か
ら

第
３
段
階
ま
で
に
該
当
す
る
方
は
、

保
健
介
護
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
せ　

保
健
介
護
課
（
内
線

１
４
１
）

1010
月
は
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間

月
は
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間

少
子
化
時
代
の
企
業
の
在
り
方
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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足場の組立等作業主任者講習会

　熊本県建築労働組合では、労働安全
衛生関連法令に基づく足場の組立等作
業主任者講習会を次のとおり開催しま
す。
■と　き　11月26日㈯、27日㈰午前
　９時～午後５時（受付８時30分～）
■ところ　玉名市民会館第2会議室
■講習会費　7,500円（テキスト代含む）
■受講資格　次のいずれかに該当する
方
①足場組立、解体または変更に関する
作業に３年以上従事した経験を有す
る方
②学校教育法による大学、高等専門学
校、高等学校または中等教育学校に
おいて土木、建築または造船に関す
る学科を専攻して卒業した方で、そ
の後２年以上足場組立、解体、変更
に関する作業に従事した経験を有す
る方
■申込方法　所定の申込書に必要事項
を記入し、講習会費とともに当組合
にご提出ください（定員60人になり
次第締め切ります）
※申込書は当組合事務所にあります。
■申し込み・問い合せ　〒869-0231　
玉名郡岱明町庄山806番地　熊本県
建築労働組合城北支部（  57 4651）

食の安全安心がさらに高まります
～熊本県食の安全・消費生活課からのお知らせ～
　今年４月に施行された｢熊本県食の
安全安心推進条例｣に基づき、10月か
ら、無登録農薬などを使った県産農林
水産物の出荷等が禁止され、万一違反
があった場合は、生産現場への立入り
検査や出荷停止等の勧告、勧告に従わ
ない場合の公表が行えるようになりま
す。
　熊本県では、安全で安心な農林水
産物の供給に努め、食の安全安心の
確保に向けた取組みを着実に進めて
いきます。詳しい内容をお知りにな
りたい方は、熊本県食の安全・消費
生活課〔 096 ･ 383 ･ 1111（ 内 線
7427）〕までお問い合わせください。
また、条例の内容は県のホームページ
（http://www.pref.kumamoto.jp/safety_food/
torikumi/torikumi_index.asp）からもご覧い
ただけます。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
12
月
か
ら

３
月
の
低
温
で
乾
燥
し
た
冬
の
時

期
に
流
行
し
、
お
お
よ
そ
１
月
下

旬
〜
２
月
上
旬
あ
た
り
に
流
行
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
感
染
経
路

は
か
ぜ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
多
く
の

場
合
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
を
含
ん
だ
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど

を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。

〔
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
な

い
た
め
に
は
〕

①
感
染
経
路
を
遮
断
す
る

●
外
出
か
ら
帰
っ
た
後
は
う
が

い
、
手
洗
い
を
し
っ
か
り
行
い

ま
し
ょ
う

●
流
行
す
る
時
期
は
人
込
み
を
避

け
ま
し
ょ
う

●
部
屋
の
換
気
を
定
期
的
に
行
い

ま
し
ょ
う

②
抵
抗
力
を
つ
け
る

●
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
と
り
ま

し
ょ
う

●
過
度
な
厚
着
は
避
け
、
適
度
な

運
動
を
し
ま
し
ょ
う

③
ウ
イ
ル
ス
を
近
づ
け
な
い

●
病
人
の
い
る
部
屋
は
換
気
を
よ

く
し
ま
し
ょ
う

●
発
症
し
た
ら
マ
ス
ク
を
し
、
外

　

町
民
体
育
祭
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
町
民
の
健
康
や
体
力
づ
く
り
、

地
域
住
民
の
親
睦
を
深
め
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
る
種
目
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

10
月
９
日
㈰
午
前
８
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

■
と
こ
ろ　

長
洲
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

〔
開
会
式

（
午
前
８
時
30
分
）〕

①
入
場
行
進

②
開
会
の
こ
と
ば

③
国
旗
掲
揚

④
優
勝
旗
返
還

⑤
主
催
者
挨
拶

⑥
来
賓
挨
拶

⑦
ス
ポ
ー
ツ

　

優
秀
者
表
彰

⑧
競
技
上
の
注
意

⑨
選
手
代
表
宣
誓

⑩
準
備
体
操

⑪
選
手
退
場

〔
閉
会
式
〕

①
成
績
発
表

②
表
彰

③
講
評

④
万
歳
三
唱

⑤
閉
会
の
こ
と
ば

町
民
体
育
祭

町
民
体
育
祭

平
成
平
成
1717
年
度
年
度

〔プログラム〕
№ 種　　　目 対　象　者 回数 予定時間
１ 町民総踊り 高齢者・各種団体・他 午前９時 15分
２ なかよしさんは　だあれ？ 保育所・幼稚園 11
３ ４人５脚 各ブロック ３
４ 一斉放水 消防団 ３
５ じわーっと、おったえて 婦人会・町Ｐ連・来賓 ２
６ 小学校リレー 各小学校 ２
７ あなたと一緒 身障協 １
８ 50ｍダッシュ 小学１～３年 ６
９ 長縄跳び 各ブロック ２
10 800 ｍ走 小学４～６年 １
11 1,500 ｍ走 中学生以上・一般 １
12 分団対抗リレー /予選 消防団 ３
13 子ども会女子リレー /予選 子ども会 ５
14 子ども会男子リレー /予選 子ども会 ５ 午前 11時 50 分

昼　　　食
15 紅白玉入れ 幼児・高齢者 １ 午後１時
16 ビン倒し 身障協 １
17 一発逆転 老人会 １
18 二人仲良く 各ブロック ３
19 百足競争 消防団 ３
20 目指せ！ Jリーガー 各ブロック ３
21 中学校リレー 各中学校 ２
22 子ども会女子リレー /決勝 子ども会 １
23 子ども会男子リレー /決勝 子ども会 １
24 分団対抗リレー /決勝 消　防　団 １
25 ブロック対抗リレー 各ブロック ２ 午後３時 30分
※競技運営上、時間の変更がありますのでお早めにご集合ください。
※ 800 ｍ、1,500 ｍ走に出場希望の方は 10時までに受付を済ませてください。

〔ブロック番号及びハチマキの色〕
ブロック 色 行政区 ブロック 色 行政区

１ 緑 新山 13 そら 腹赤・腹赤新町

２ 紺黄 松原・宝町 14 茶 平原

３ 黄緑 新町・西新町・宮の町 15 おうど 永方・塩屋・葛輪・赤田

４ 黒 磯町・上町 16 赤 宮崎・立野

５ 薄紫 出町 17 エンジ 折地・赤崎

６ 赤白 下東・今町・中町・下本 18 桃 向野北

９ オレンジ 大明神・東荒神・西荒神 19 うすい桃 向野

10 黄 建浜・駅通り・梅田 20 紫 古城

11 紺 清源寺 21 白 鷲巣・高田

12 青 上沖洲

出
を
避
け
て
他
人
に
う
つ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

④
予
防
接
種
を
受
け
る

　

効
果
は
１
０
０
％
と
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
感
染
を
予
防
す
る
だ
け

で
は
な
く
感
染
し
て
も
軽
く
す
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
、
流
行
前
（
11

〜
12
月
）
に
接
種
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
毎
年
同
じ

種
類
が
流
行
す
る
と
は
限
ら
ず
効

果
も
短
い
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
は
毎

年
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

〔
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た

か
な
と
思
っ
た
ら
〕

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
出
た

ら
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

適
切
な
休
養
を
と
れ
ば
、
多
く

は
３
日
〜
１
週
間
で
治
る
病
気
で

す
。
脱
水
予
防
の
た
め
に
水
分
を

し
っ
か
り
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
高
熱
が

で
る
た
め
、
解
熱
剤
で
熱
を
下
げ

た
く
な
り
ま
す
が
、
発
熱
は
病
原

体
に
対
し
て
体
が
戦
っ
て
い
る
反

応
で
も
あ
り
ま
す
。
解
熱
剤
の
多

用
は
避
け
、
医
師
に
相
談
し
て
か

ら
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〔
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
の
人
は

要
注
意
〕

○
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）　

○
幼

児　

○
妊
産
婦　

○
慢
性
疾
患
の

人
（
気
管
支
喘
息
、
慢
性
気
管
支

炎
、
肺
結
核
な
ど
）　

○
心
臓
や

腎
臓
に
病
気
を
持
つ
人　

○
糖
尿

病
な
ど
代
謝
異
常
の
あ
る
人　

○

免
疫
不
全
状
態
の
人
な
ど

　

ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
と
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
症

状
が
重
く
な
り
や
す
い
と
考
え
ら

れ
る
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。
ハ
イ

リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
の
人
は
し
っ
か

り
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
も

し
か
か
っ
た
場
合
は
、
発
熱
や
の

ど
の
痛
み
な
ど
の
症
状
の
ほ
か
に

も
、
か
ら
だ
の
変
化
に
十
分
注
意

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館
（

65 

７
５
１
５
）

28

〔インフルエンザとかぜの違い〕

インフルエンザ か　ぜ

感染力 人から人へ急速に広が
り強い 弱い

潜伏期間 ２日前後 数日

症　状

高熱（38～ 40℃）、悪
寒、倦怠感などの全身
症状を伴う。鼻、のど
などに症状もでる

主に、鼻、のどなどに
症状が現われ、発熱を
伴うこともある

経　過 急激な高熱で発症する ゆっくりと経過する

会場案内図

浄
化
セ
ン
タ
ー
　
駐
車
場

健
福
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
バ
ス
が
入
り
ま
す
の
で
通
路
は
駐
車
禁
止

駐
車
場

艇
庫

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

温水
プール

11 10

12

緊急車両線用駐車場
一般車両は駐車禁止

大駐車場

13 14 15 16 17 18 19 20 21

９ ６

数字は各ブロックの控所

協
５ ４

３

２

１

召集場所
本
部

ト
イ
レ

体
育
館

弓道場 健康福祉センター駐
車
場

健福センター
周辺は
駐車禁止!!

駐車場

出
入
口

ト
イ
レ

※駐車マナーを守りましょう。　※ゴミは各自持ち帰りましょう。
※当日は、室内温水プールは終日休館します。
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合併記念「新・柳川市まつり共演会」

　柳川市は、今年３月 21日に旧柳川市、大和町、三橋町の１市２町が合併し
て誕生した市です。新市の誕生を記念して、郷土芸能などが一堂に会します。
■と　き　10月 10日㈷午後１時～午後７時
■内　容　午後１時から開会式（市役所柳川庁舎前）、午後１時 30分から高畑公園
　　　　　　　までパレードしながら移動、午後２時からまつり共演会（高畑公園）
■出演団体　おにぎえや祇園祭、風流、水天宮囃子、太鼓、よさこいなどなど
■問い合せ　市企画課（ 0944 ･ 73 ･ 8111）

第56回大川木工まつり

　家具・建具・特産物即売、大川「夢道中」、
ジュニアムカデ競争、親子木工教室など様々
なイベントが盛りだくさんです。
■と　き　10月７日㈮～９日㈰
■ところ　大川産業会館、大川中央公園ほか
■問い合せ　市インテリア課（ 0944 ･ 87 ･ 2101）

いきいきふれ愛　あきない祭り
　大牟田市の中心商店街で開催する秋の一大イベントです。電動スク
ーターや車椅子も準備しています。商店街を楽しく散策してください。
■と　き　10 月 29日㈯、30日㈰午前 10時～
■ところ　中心商店街（銀座通・築町・新栄町商店街、本町サンルート通りなど）
■内　容　健康イベント…いきいき健康測定、青空健康チェック、ス
タンプラリーなど。文化・体験イベント…ちびっ子相撲大会、写真
展など。食のイベント…物産展、食市楽座、今昔レストランなど。
福祉イベント…介護相談、介護・福祉機器展、タウンモビリティ体験、
電動スクーター試乗体験ほか、ステージパフォーマンス

■問い合せ　実行委員会事務局（ 0944 ･ 59 ･ 5222）

第19回“ても”よかまつりたかた
～能と花火を彩るスタードーム～
　秋の一大イベント“ても”よかまつりたかた。花火大会、スター
ドームコンテストや新開能、大蛇山などの郷土芸能、特産品コーナ
ーなど町の魅力がぎっしりつまったまつりです。
■と　き　10月 22日㈯･ 23日㈰
■ところ　高田濃施山公園
■問い合せ　町経済課商工水産係 ( 0944 ･ 22 ･ 5613)

大川市

平成 17 年９月 20 日現在
玉名公共職業安定所調べ

（平成 17年８月 31日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

７. 26 谷口　日
ひ な

菜 女 洋　平 腹　赤

７. 28 北本　彩
あやか

夏 女 健　二 新　山

７. 29 木村　圭
けいせい

成 男 康 下　東

８. １ 平木　慶
けいと

音 男 修　輔 東荒神

８. ２ 森田ふたば 女 太一郎 新　町

８. ６ 堀本　果
か ほ

歩 女 宗　男 向　野

８. ６ 永田　成
なるほ

穂 女 耕　司 松　原

８. 11 石田　晃
あきとも

幹 男 貴　光 出　町

８. 14 左村　太
たいち

一 男 謙　明 上沖洲

８. 14 中川　季
きさき

咲 女 雅　文 宮　崎

８. 15 髙松　虹
こはな

花 女 幸　喜 東荒神

８. 16 荒木　一
かずとら

虎 男 健　一 建　浜

８. 16 濱邊　　颯
さすけ

男 宗　乗 西荒神

８. 17 米﨑　颯
そ ら

来 女 大　介 出　町

８. 19 原口　　葵
あおい

女 陽　介 赤　崎

大牟田市

柳川市

高田町

ご
存
知
で
す
か
！

人
材
育
成
制
度

　

町
で
は
、
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く

り
の
各
分
野
で
指
導
的
役
割
を
果

た
す
、
創
造
性
豊
か
な
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
、
国
際
交
流
や
ス

ポ
ー
ツ
、
教
育
や
文
化
、
産
業
や

経
済
な
ど
の
取
組
み
に
対
し
て
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〔
制
度
の
概
要
〕

■
対
象
者　

町
内
在
住
で
今
後
も

引
き
続
き
在
住
の
見
込
ま
れ
る

個
人
、
ま
た
は
団
体

■
対
象
事
業
及
び
助
成
額　

新
規
、

若
し
く
は
従
来
か
ら
の
取
組
み

を
改
善
し
て
行
う
事
業
で
あ
り
、

次
の
対
象
事
業
に
あ
て
は
ま
る

も
の
（
国
・
県
等
か
ら
の
助
成

金
は
、
対
象
経
費
か
ら
除
き
ま

す
。
ま
た
、助
成
額
の
１
、０
０
０

円
未
満
は
、
切
り
捨
て
ま
す
。）

■
提
出
書
類　

交
付
申
請
書
・
事

業
計
画
書
・
収
支
予
算
書
（
各

様
式
は
役
場
に
あ
り
ま
す
）
な

ど
■
受
付
審
査　

年
２
回
（
５
月
末
・

11
月
末
）
に
分
け
て
受
け
付
け
、

審
査
を
行
っ
て
助
成
額
を
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
（
内
線
２
３
１
、２
３
２
）

対象事業 内　　　容 助成内容 限度額

国際交流振興事業
イ　海外派遣・渡航

対象経費の
２／３以内

１人 30万円、１団体 200 万円
ロ　国内の講習会や研修会への参加 １人 10万円、１団体 100 万円
ハ　講演会や研修会等の開催 1件 20万円

スポーツ振興事業
イ　国の機関が実施する社会体育指導者養成講習会等 全額
ロ　指導者養成の講習会、研修会等への参加 対象経費の

２／３以内
１人 10万円、１団体 100 万円

ハ　スポーツ講習会、研修会の開催 １件 20万円

教育・文化振興事業
産業・経済振興事業

イ　講習会・研修会等への参加 対象経費の
２／３以内

１人 10万円、１団体 100 万円
ロ　講習会・研修会等の開催 １件 20万円

その他、人材育成の
目的達成に必要な事業 イ　町長が、特に必要と認めた事業 内容を検討し、助成額を決定

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

■
対
象
者　

長
洲
町
に
住
所
の
あ
る
方

で
、
予
防
接
種
当
日
に
65
歳
以
上
で

本
人
が
希
望
す
る
方
及
び
予
防
接
種

当
日
に
60
歳
〜
65
歳
未
満
の
方
で
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

な
ど
に
障
害
を
有
す
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
程
度
）

※
60
歳
〜
65
歳
未
満
の
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
接
種
期
間　

10
月
17
日
㈪
〜
平
成
18

年
１
月
31
日
㈫
（
日
曜
・
祭
日
・
年
末

年
始
の
休
日
を
除
く
）

■
接
種
場
所　

医
療
機
関
等

■
接
種
回
数　

１
回
の
み
助
成
対
象
と
な

り
ま
す
。

■
自
己
負
担
金　

１
、２
０
０
円

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）（

 

65 

７
５
１
５
）

　

町
で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
一
部
公

費
負
担
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
発
病
防

止
や
特
に
重
症
化
防
止
に
有
効
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

常用の求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040 － 3168051 足場職及び溶接工 ３人 18～ 60 歳 180,000 ～ 280,000 円
43040 － 3125051 製品製造作業員 ３人 18～ 50 歳 149,500 ～ 161,000 円
43040 － 3124151 工場内作業員（鉄筋組立加工作業員） ５人 18～ 45 歳 149,500 ～ 161,000 円
43040 － 3148651 美容師又は美容師補助 ２人 18～ 30 歳 130,000 ～ 200,000 円
43040 － 3141051 大型運転手 １人 不問 320,000 ～ 330,000 円
43040 － 3132151 営業 １人 不問 180,000 ～ 230,000 円
43040 － 3131951 船舶塗装工 ５人 18～ 50 歳 207,000 ～ 299,000 円
43040 － 3092851 圧力タンク製造・コンクリート製品製造 ３人 18～ 40 歳 156,000 ～ 240,000 円
43040 － 3056551 工場内作業員 １人 不問 117,600 円
43040 － 3053051 工場内作業員 ２人 18～ 39 歳 136,440 円
43040 － 2961651 営業社員 １人 18～ 28 歳 130,000 ～ 145,000 円
43040 － 2934751 介護職員 ２人 18～ 45 歳 112,500 円
43040 － 2932551 看護師 １人 18～ 45 歳 163,000 ～ 193,000 円
43040 － 2931251 薬剤師 １人 不問 270,000 ～ 320,000 円
43040 － 2930351 准看護師 １人 18～ 45 歳 136,500 ～ 166,500 円
43040 － 2917451 店員 ２人 18～ 45 歳 250,000 ～ 350,000 円
43040 － 2904151 営業事務 １人 不問 114,240 円
43040 － 2869051 ガス切断工 ２人 18～ 55 歳 176,000 ～ 211,200 円
43040 － 2853251 機械金属加工 ２人 18～ 40 歳 137,000 ～ 187,500 円
43040 － 2820551 えのき茸製造 ８人 18～ 58 歳 153,600 円
43040 － 2789051 経理事務（登録型派遣） １人 不問 192,000 円

☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人があり
　ますので、お早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９)へ問い合せください。
※掲載内容は９月 20日現在ですので、すでに採用済みになっている場合はご了承ください。

■
接
種
方
法

医
療
機
関
で
接
種
し
、
自
己
負
担
金
を
支
払
う

接
種
後
、
領
収
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
す
こ
や
か
館
に
申
請

自
己
負
担
金
額
を
受
領

〔
生
活
保
護
受
給
者
の
方
〕

〔
町
内
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
〕

す
こ
や
か
館
で
受
付
を
し
、
予
診
票
と
済
証
を
受
け
取
る

〔
町
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
〕

医
療
機
関
で
接
種
し
、
接
種
料
金
（
全
額
）
を
支
払
う

予
診
票
と
済
証
、
印
鑑
を
持
っ
て
す
こ
や
か
館
で
助
成
申
請

接
種
料
金
か
ら
自
己
負
担
金
を
差
し
引
い
た
金
額
を
受
領

〔
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
接
種
料
金
全
額
を
受
領
〕

○
申
請
手
続
に
つ
い
て

　

振
込
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
本
人
名
義
の
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）

な
ど
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
窓
口
受

け
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
手
続
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。
町
へ
の

申
請
手
続
は
、
平
成
18
年
2
月
28
日
㈫
ま
で
で
す
。

※
こ
れ
ら
の
記
載
内
容
に
該
当
し
な
い
場
合
は
、任
意
の
予
防
接
種
（
全

額
自
己
負
担
）
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
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第48回長洲町文化祭
～人が輝き心ふれあう豊かなまちづくり～

　今年も10月から11月にかけて次の日程で文化祭を開催します。
多くの方のご来場をお待ちしています。

鳴
洲
九
月
句
集

目
の
生
き
て
ゐ
る
行
商
の
鰯
買
ふ

池
原　

倫
子

新
涼
や
句
座
に
も
届
く
海
の
音

大
石
伊
津
子

虫
す
だ
く
庭
の
夜
風
に
吹
か
れ
立
つ

緒
方　

繁
子

十
五
夜
を
独
り
じ
め
し
て
浜
の
宿

川
本　

竹
野

蜩
の
声
ふ
り
そ
そ
ぐ
遊
歩
道

菊
本　

暁
美

月
の
舟
戻
り
て
海
老
屋
泊
り
か
な

木
山　

一
代

灯
篭
の
よ
へ
ほ
よ
へ
ほ
と
進
み
来
る

清
田　

豊
太

望
洋
の
宿
に
月
待
つ
ひ
と
り
か
な

塩
山　

不
忘

花
火
見
の
妊
婦
の
帰
り
待
ち
わ
び
る

柴
田
せ
つ
子

姑
の
看
病
続
く
月
の
道

下
田
千
枝
子

名
月
に
心
な
ご
み
て
く
る
句
会

田
頭　

澄
枝

遠
き
子
へ
思
ひ
を
誘
ふ
今
日
の
月

竹
下　

誠
子

鯉
撥
ね
て
な
ほ
き
ら
め
き
し
水
の
秋

堤　

そ
の
子

野
の
宮
に
八
朔
詣
り
な
り
し
か
な

寺
田　

久
子

大
花
火
し
だ
れ
て
海
へ
消
え
に
け
り

西
尾
智
恵
子

農
継
が
ぬ
息こ

と
八
朔
の
飾
り
も
の

西
尾　

俊
子

芒
活
け
一
籠
に
野
の
ひ
ろ
が
れ
り

羽
田
野
月
子

藍
匂
ふ
エ
プ
ロ
ン
つ
け
て
秋
立
つ
日

廣
田
喜
美
子

十
三
夜
髪
切
り
し
こ
と
気
に
か
か
る

松
野
セ
ツ
代

待
ち
の
ぞ
む
海
老
屋
二
階
の
今
日
の
月

松
野
千
代
子

秋
暑
し
犬
も
の
ろ
の
ろ
散
歩
道

馬
渕　

妙
子

選
挙
戦
燃
ゆ
る
が
如
し
曼
珠
沙
華

宮
本　

敬
神

彼
岸
花
近
く
に
眺
め
露
天
風
呂

山
下　

岩
太

（
順
不
同
）

熊本県Ｂ＆Ｇスポーツ大会
長洲町で盛大に開催される！

　８月 22日、長洲町において熊本県Ｂ＆Ｇスポーツ
大会が開催されました。
　この大会は、県内にある 13海洋センターの児童た
ちが、水上の部（ＯＰヨット・カヌー・ローボート）・
水泳の部・剣道の部で日頃の練習の成果を競い合い、
また交流を深めることを目的とし、毎年夏休みに開
催されています。
　この日は、天候にも恵まれ、総勢約 350 人の児童
が参加し、各種目で熱戦が繰り広げられました。長
洲町からも４小学校から選抜された 38 人が参加し、
次の方々が上位入賞を果たしました。
【水泳の部】（敬称略）
　小学校４年生
　　男子　平泳ぎ　１位　下田　恭平（腹赤小）
　　　　　平泳ぎ　２位　酒井　　優（腹赤小）
　小学校５年生
　　男子　自由型　２位　坂本　裕樹（六栄小）
　　　　　平泳ぎ　２位　稲田　絋舜（清里小）
　　女子　平泳ぎ　１位　松岡はるか（清里小）

▲声援の中頑張る選手（水泳の部）

スポーツ補助金について
　町では、区民スポーツ大会（区民体育祭、グラウ
ンドゴルフ大会等）を実施される際や、町内に居住
する人がスポーツで九州大会・全国大会等に参加さ
れる際に補助金を交付しています。
　なお、スポーツ大会の実施および参加が決定した
場合はお早目に申請書（総合スポーツセンターおよ
び生涯学習課に保管）を提出してください。
【補助金の種類】
　◎区民スポーツ大会　18,000 円（年度内１回）
　◎九州大会参加　　　 5,000 円
　◎全国大会参加　　　10,000 円
【注　意】
　補助金申請の際の添付書類として、区民スポーツ
大会補助には事業計画書等、九州大会・全国大会参
加補助には大会要項、予選会等の結果が必要となり
ます。
　詳しくは総合スポーツセンターまで。

◀
一
般
の
部
で
優
勝
し
た

　

新
山
Ｂ
チ
ー
ム

長洲町文化祭展示発表会
【作品募集】

◆と　き　11月５日㈯・６日㈰

　　　　　午前９時

◆ところ　長洲共同福祉施設ほか

◆対象者　町民の方（一般団体・個人）

◆作　品　文芸・美術・趣味など

◆締切り　10月 10日（月・祝）

◆申し込み・問い合せ

　ながす未来館（  69 ２００５）

月　日 イベント 場　　所 時　間

10. ９㈰ 第６回 町長杯囲碁大会 長洲共同福祉施設 9:00 ～

10.16 ㈰
文化祭開会式
日本舞踊発表会

ながす未来館
10:30 ～
11:00 ～

10.23 ㈰ カラオケ発表会 ながす未来館 12:00 ～ 16:00

10.30 ㈰ 日本民踊発表会 ながす未来館 12:30 ～ 15:30

11. ３㈭
文化の日

ジャズダンス発表会 ながす未来館 15:00 ～

11. ５㈯
～６㈰

展示発表会
長洲共同福祉施設
すこやか館
ながす未来館

9:00 ～ 18:00
6 日は 16:00
　　　　まで

11. ６㈰ 子どもたちの文化祭 文化センター 9:00 ～ 16:00

11.12 ㈯
～ 13 ㈰

芸　能　祭 ながす未来館 10:00 ～ 16:30

11.27 ㈰ コーラス発表会 ながす未来館   14:00 ～ 16:00

         

長洲･清里校区地域親睦ビーチボールバレー大会

　９月４日、総合スポーツセンター体育館にお
いて長洲校区公民館と清里校区公民館の共催に
よる「長洲・清里校区地域親睦ビーチボールバ
レー大会」が開催されました。
　今回も地域だけでなく、長洲小学校の先生も
参加し、合わせて 33チームが「一般の部」、「高
齢者の部」の２部門に分かれ熱戦を繰り広げま
した。
　なお、試合結果は次のとおりです。

【一般の部】【高齢者の部】
優　勝 新　山Ｂ   東荒神
準優勝 東荒神Ｆ   下東シニア
３　位 東荒神Ｃ   たてはまＢ

▶
高
齢
者
の
部
で
優
勝
し
た

　

東
荒
神
チ
ー
ム

県立美術館（分館）にて
長洲町出身者の個展が開催されます！
■と　き　10月４日㈫～ 10日㈪
　　　　　午前９時 30分～午後６時 30分
　　　　　※土、日、祝日は午後５時まで

皆さんぜひご来場ください！

城戸征郎・姉・弟・弟・甥の５人展

　長洲町葛輪区出身の画家城戸征郎さんとその
ご兄弟による絵画展です。
■ところ　熊本県立美術館（分館）１階展示室
■問い合せ　城戸征郎宅（ 096 ･ 369 ･ 8261）

第１回福本晃到書道展

　長洲町梅田区出身の福本晃到さんの書道展です。
■ところ　熊本県立美術館（分館）ギャラリー
■問い合せ　福本晃到宅（  78 ０４１４）
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今
月
の
読
書
会
・
お
は
な
し
会

○
読
書
会

■
と　

き　

10
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館
研
修
室

■
テ
ー
マ　
「
久
世　

光
彦
」

○
お
は
な
し
会 

■
と　

き　

10
月
15
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

長
洲
町
図
書
館

　
　
　
　
　

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

働
き
す
ぎ
の
時
代

森
岡　

孝
二
‥
著

　

い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
働
き
す
ぎ
の
悲
鳴
が

上
が
っ
て
い
る
。
ま
っ
と
う
な
働
き
方
が
で
き

る
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
い
ま
何
が

必
要
な
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
情

報
技
術
、
消
費
社
会
、
規
制
緩
和
な
ど
に
着

目
し
て
、
今
日
の
過
重
労
働
の
原
因
に
迫
る
。

天
命

五
木　

寛
之
‥
著

　

人
は
天
命
を
知
り
天
命
に
生
き
る
‐
。
も
っ
と

も
善
良
で
も
っ
と
も
愛
し
た
人
が
な
ぜ
ま
っ
先
に

死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
受
け
い
れ

が
た
い
不
公
平
な
死
を
ど
う
乗
り
越
え
て
生
き
て

い
け
ば
よ
い
か
。
五
木
寛
之
が
赤
裸
々
に
綴
る
。

作
家
の
食
卓 

コ
ロ
ナ
・
ブ
ッ
ク
ス
編
集
部
‥
編

　

立
原
正
秋
の
豚
の
も
つ
茹
で
か
ら
澁
沢
龍
彦
の
甘
鯛

の
唐
揚
げ
ま
で
、
作
家
た
ち
が
毎
日
、
朝
昼
晩
、
家
庭

で
食
べ
て
い
た
メ
ニ
ュ
ー
を
再
現
。
ほ
か
作
家
た
ち
の

「
好
き
な
場
所
、
愛
し
た
味
」「
作
家
の
お
や
つ
」「
食
卓

を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ
」
な
ど
を
収
録
。

ア
ム
ニ
ジ
ア
ス
コ
ー
プ

ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
エ
リ
ク
ソ
ン
‥
著

　

記
憶
喪
失(

ア
ム
ニ
ジ
ア)

ス
コ
ー
プ
か
ら
ほ
の
見

え
る
世
界
の
終
わ
り
と
純
粋
な
愛
の
記
憶
‐
。
ア
メ

リ
カ
現
代
文
学
を
代
表
す
る
作
家
エ
リ
ク
ソ
ン
が
、

こ
れ
ま
で
自
分
が
関
係
し
て
き
た
女
性
た
ち
と
の
記

憶
を
生
々
し
く
甦
ら
せ
、
愛
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
語
源
教
室  

言
葉
の
誕
生
物
語

荒
尾　

禎
秀
‥
作

　
「
て
ん
て
こ
ま
い
」
や
「
ひ
っ
ぱ
り

だ
こ
」
な
ど
、
日
常
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
言
葉
の
あ
っ
と
驚
く
語
源
を
、

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
が
く
わ
し
く
解

説
す
る
。

ラ
イ
ラ
は
ご
き
げ
ん
な
な
め

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ス
タ
ッ
ド
ラ
ー
‥
著

　

ワ
ッ
フ
ル
に
は
い
ち
ご
が
ひ
と
つ
し
か
の
っ
て
な
い

し
、
バ
レ
エ
の
先
生
っ
た
ら
私
が
こ
の
ク
ラ
ス
で
２
番

目
に
う
ま
い
と
知
っ
て
る
の
に
見
え
な
い
ふ
り
し
て
る

し
、
も
う
、
さ
い
あ
く
。
で
も
、
ず
っ
と
不
機
嫌
で
い

る
の
も
な
か
な
む
ず
か
し
い
も
の
な
の
よ
…
。

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

10月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

ながす未来館文化ホール　10月・11月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

月／日（曜） 催  し  物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料
10／16 ㈰ 長洲町文化祭開会式　日舞発表会 ながす未来館 10：00/10：30～ 無　　　料
10／23 ㈰ 長洲町文化祭　カラオケ発表会 ながす未来館 11：30/12：00～ 無　　　料
10／30 ㈰ 長洲町文化祭　日本民踊発表会 ながす未来館 12：00/12：30～ 無　　　料

11／２㈬ コスモス音楽祭
長洲小学校

（  78 ０１０９）
９：15/９：30
　　　　　 ～ 12：00

無　　　料

11／３㈬ 長洲町文化祭　ジャズダンス発表会 ながす未来館 14：30/15：00～ 無　　　料

11／６㈰ ピアノ・エレクトーン発表会
堺　明子さん

（ 0944・57・0576）
13：00/13：30
　　　　　 ～ 15：30

無　　　料

11/12 ㈯13㈰ 長洲町文化祭　芸能祭 ながす未来館 ９：30/10：00～ 無　　　料

11／16 ㈬ 家庭教育講演懇談会
生涯学習課

（  78 ０１０９）
18：30/19：20
　　　　　 ～ 21：00

無　　　料

11／19 ㈯
　　 20㈰

ながす未来館主催事業
劇団かたつむり公演

ながす未来館
19日 18：00/18：30～
20日 13：30/14：00～

有　　　料

11／27 ㈰ 長洲町文化祭　コーラス発表会 ながす未来館 13：30/14：00～ 無　　　料
※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。

■問い合せ　ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

長
洲
町
に
演
奏
家
が
や
っ
て
き
ま
す

長
洲
町
に
演
奏
家
が
や
っ
て
き
ま
す

公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
事
業

　

町
で
は
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
個
性
と

人
間
性
を
育
む
た
め
、
町
内
の
小
中
学
校

に
対
す
る
「
芸
術
家
派
遣
事
業
」
と
な
が

す
未
来
館
を
拠
点
と
し
た「
文
化
体
験
事
業
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
来
る
12
月
１
日
㈭
に
、
長

洲
中
学
校
と
六
栄
小
学
校
に
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
演
奏
家
を
派
遣
す
る
事
に
決
定
し

ま
し
た
。（
な
お
、
こ
れ
は
財
団
法
人
地
域

創
造
の
助
成
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。）

　

ま
た
、
普
段
音
楽
を
聞
く
機
会
の
少
な

い
高
齢
者
の
方
に
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
試
み
と
し
て
、
12
月
２

日
㈮
に
「
聖
ル
カ
苑
」
へ
の
演
奏
家
派
遣
も

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
の
方
に
は
、
12
月
３
日
㈯

に
な
が
す
未
来
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
演
奏
家
は
、
神
谷
未
穂
さ
ん

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）石
岡
久
乃
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

の
２
人
で
す
。

　

な
が
す
未
来
館
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
日

程
に
つ
い
て
は
、「
広
報
な
が
す
」
10
月
15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

石岡久乃（いしおか・ひさの）
　桐朋女子高校音楽科を経て、桐朋学園大学ピ
アノ科を卒業。同大学弦楽器伴奏研究員修了。
ピアノを松井保子、新井精、小島準子諸氏に、
室内楽をＲ．ブレンゴラ、岩崎淑、山田富士子
諸氏に師事。伴奏、室内楽の活動の他、安宅薫
と組んでいるピアノ・デュオ「プリムローズ・
マジック」で1987年第３回セルジョ・ロレン
チ国際コンクール第２位入賞、以後ＮＨＫ交響
楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、読売日
本交響楽団、東京都交響楽団、パイヤール室内
管弦楽団ほか多数のオーケストラと２台のピア
ノのための協奏曲を共演。ＮＨＫ-ＦＭの出演、
各地でのデュオ・リサイタルなど活発な活動を
行っている。

神谷未穂（かみや・みほ）
　桐朋女子高等学校を経て、桐朋学園、ハノー
ファー音楽大学をそれぞれ首席で卒業、同音楽
大学ソリストクラスの文化庁派遣在外研修員と
して再び留学。同ソリストクラスを最優秀賞を
得て卒業。安田生命クオリティオブライフ文化
財団、ロームミュージックファンデーションの
奨学金を得る。さらにパリ国立高等音楽院第３
過程を卒業。文化庁及び日本演奏連盟主催によ
る東京文化会館でのデビューリサイタル以来、
各地でソロ活動を行う他、プラハ室内管、ヘル
シンキフィル、東フィル、神奈川フィル、親日
フィル、アンサンブル金沢、東京交響楽団など、
国内外のオーケストラにソリストとして招かれ
競演を重ねている。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔
お
探
し
の
資
料
に
つ
い
て
〕

　
「
前
ま
で
は
こ
の
辺
に
あ
っ
た
の
に
…
。」

と
い
う
よ
う
に
、
お
探
し
の
本
が
見
つ
か
ら

な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
本
の
置
き
場

所
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
わ
か
ら
な
い
時
は
お
気
軽
に
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

る
る
ぶ
情
報
版
、
地
球
の
歩
き
方
、
ア
イ

じ
ゃ
ぱ
ん
、
ま
っ
ぷ
る
マ
ガ
ジ
ン
は
、
カ
ウ

ン
タ
ー
横
の
書
架
に
移
動
し
ま
し
た
。


